




























































(9) 第279号 広 報 め し＼ わ 昭和59年12 月 10 日

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
6

回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
‘
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
期
日

1
1
6
0
年
1
月
2
0日

＊
対
象
者
1
1

小
学
生
・
中
学
生

村
民
一
般

＊
部
門
及
び
距
離

0
小
学
生

1
.
2

年
―
.
o
k
m

0
1
1
3
.
4

年
一
・
二
k
m

0
1
1
5
.
6

年
一
・
五
k
m

0
中
学
生
（
男
）
五
．
o
k
m

0
1
1

（
女
）
三
．
o
k
m

0
一
般
（
高
校
生
以
上
）
五
．
o
k
m

〇
壮
年
(
3
0
歳
以
上
）
三
．
o
k
m

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦

一
チ
ー
ム
五
名
に
よ
る
団
体
戦

一
般
（
男
）
三
．
o
k
m

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン

一
般
国
一
k
m
.
B
-
•
五
k
m

※
申
込
み
は
1
2
月2
5日
ま
で
に
杜

会
体
育
館
へ
。

1

月

2
0日
ラ
ン
ナ
ー
募
集

村民バレーボール大会結果（女子）
明和クラフ＇

明
和
西
愛
好
会

二
位

6 
新 愛田
里 好島

三パ 会パ
位レ レ

ょょ
ルル

村民バレーボール大会結果（男子）

8

明
和
ク
ラ
プ

5

江
口
新
生
ク
ラ
ブ

9

つ
く
し

門江新
ロ里
新パ
生レ
ク 1
ラポ
プ l

ル

＊
期
日

6
0年
2

月
1
1
3

日
ま
で

＊
会
場
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

＊
募
集
人
員
3
0
名

＊
参
加
費
用

1

万
6
0
0
0

円

＊
申
込
み

6
0年
1
月
1
6日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ
申
込
み
下
さ
い
。

参
加
者
募
集

⑪
含
困
言
園

＠
翁
◎
国
国

か
ら
伝
言

年
末
年
始

休
館
の
あ
知
ら
せ

中
央
公
民
館
、
社
会
体
育

館
は
、
認
月
2
9日
か
ら
来
年

1
月

3

日
ま
で
休
館
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
キ
ー
教
室

ファイターズ

-.→さ

1

農
業
選
抜

二
位

年
末
年
始
の
役
場
業
務

役
場
の
一
般
業
務
は
、
1
2
月29日

か
ら
来
年
1

月
3

日
ま
で
、
年
末
年

始
の
休
み
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
や

手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。な

お
‘
死
亡
届
‘
婚
姻
届
、
出
生

届
の
業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り

で
す
。

年
末
の
ご
み
の
収
集
は
‘
認
月2
8

日
か
最
終
と
な
り
‘
年
始
は1
月
4

日
が
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
、
年

始
の
業
務
は
、
認
月
3
0
日
か
ら
来
年

1

月
4

日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

6

役
場
＋
。

5

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

2
緑
親
会

3

大
成
ク
ラ
プ

三
位

4

オ
ー
パ
ー
タ
イ
ム
ス

く
み
と
り
業
務
は

1
2月
2
9日
が
最
終

村

、ご

巴°大役成場
ク＋
っ a

プ

の う ご き

12 月

12 日

13 日日

14 日

II 

18 日

19 日

21 日

26 日

28 日

母親学級。損害評価会

文化祭・文化大学反省会

在宅歳末慰問

特設人権行政・心配ごと相談

高血圧教室。体協役員会

農業委員会。施設歳末慰問

第 4 回定例村議会

保育園休園（ 60. 1. 6 日まで）

歳末警戒（ 31 日まで）卿用納め

60年 1 月

御用始め4 日

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

は
‘
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
作
成
さ

れ
ま
す
。
選
挙
権
の
有
る
者
は
、
一

月
十
日
ま
で
に
必
ず
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

特
に
‘
昭
和
6
0年
7

月
に
は
、
本

村
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
登
録
さ
れ
な
い
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

山
茶
花
を
風
邪
の
な
お
り
し
夫
と
見

るむ
づ
か
り
て
背
で
ね
し
孫
に
冬
の
月

安
見
あ
っ
子

来
る
年
の
幸
を
買
い
け
り
宝
市

蜂
の
子
や
母
情
豊
か
な
巣
に
抱
か
れ

田
口
春
栄

栄
光
を
讃
え
叙
勲
の
絹
頭
巾

農
業
委
員
会
委
員
の

0

0

 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

だ
さ
い
。

＊
選
挙
権
の
有
る
方
村
内
に
住
所

が
あ
り
‘
昭
和
6
0年
3

月

3
1日
現

在
‘
満
二
十
歳
以
上
で
1
0ア
ー
ル

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方

又
は
、
そ
の
配
偶
者
や
同
居
の
親

族
で
、
年
間
6
0日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
方

＊
登
録
申
請
登
録
申
請
書
は
、
各

地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
項
を
記

載
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

威
勢
よ
く
揃
ふ
手
拍
子
宝
市原

口
春
晴

掃
き
寄
せ
し
朝
露
け
し
芥
山

香
り
来
る
鉢
よ
り
お
ろ
す
海
老
根
蘭

林
倫
常

出
初
式

来
年
一
月
六
日
、
午
前
十
時

か
ら
‘
館
林
市
つ
つ
じ
か
岡
公

園
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

ー
死
亡
ー

氏
名

荒
川
中
心
之
丞

大
澤
高
次

新
井
さ
と

（
敬
称
略
）

世
帯
主

年
令
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

8
3
安
弘
新
里

1
1
月2
日

8
7
久
男
大
佐
員

1
1月
1
4日

7
3

斗
合
田
1
1月
2
3日

誠

穀
澤
彰
男
忠
長
男
南
大
島

1
1
月
1
9
日

本
澤
昌
史
正
一
長
男
南
大
烏

1
1月
2
0日

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

坂
上
智
恵
美
祐
次
長
女
中
谷

1
0月
2
5日

奈
良
咄
行
祝
二
長
男
田
は

1
0月
2
9日

渡
辺
晃
士
蝉
夫
長
男
須
質

1
1
月3
日

渡
辺
雅
史
文
男
二
男
，
大
島

1
1月
5

日

江
森
蕗
崇
夫
長
女
梅
原

1
1月
6

日

新
井
俊
光
良
冶
長
男
南
大
島

1
1月
7

日

橋
本
崇
義
男
二
男
梅
原

1
1月
7

日

斎
藤
正
好
榮
作
長
男
大
輪

1
1月
8

日

斎
藤
亘
由
榮
作
二
男
大
輪

1
1
月8
日

斎
藤
和
也
榮
作
三
男
大
輪

1
1月
8

日

木
村
浩
佳
恵
長
男
南
大
島

1
1月
9

日

ぁ
虐
よ
｀

t
 (

'
、
人
く
れ
升
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11 月の

` 957g 救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 5件
●その他 5 件
●計 15件

: 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

12月 16 日
古谷（恒）医院原 医 院 堀越医院ff(73)4151 館林医院 竹越医院

てな合(63) 6 I 6 I fl(72) I 9 3 6 増田医院合(72) 1387 ff(74) 2 I I 2 合(84) 3 I 3 7 
曜 かる

12 月 23 日
佐々木医院川田医院 阿久津医院ff(72)3315 寺 胃 医院 館林地区が

診受て下いらしさ場合のがあすまり 診癒午時間後は合(62) 2 6 2 3 fl(72) 3 7 2 4 田内医院合(72) 3855 合(7 3 0 3 I 担当します
当

真中医院後藤（康）医院 須田医院ff(72)0862 礫川堂医院12 月 30 日 井上医院
合(72) I 6 3 O fl(72) 3 9 7 5 多々良診療所合(72)3060 合 (74) 0 I 8 4 合(82) I I 3 I 

番
小西医院

1 月 6 日 横田医院小 胃 医院 大塚医院fl(72)0176 永寿堂医院
合(72) 0 2 5 5 合(7 0 6 0 6 ゆたか医院fl(73)7308 ff(72) 4 4 6 9 ff(86) 2 2 6 I 

゜話電で ー時ますま゚医
後藤（愛）医院fl(72)0134 海宝医院 石山医院

1 月 13 日 浜 8野) 医院大 69 医院
合(8 5 6 7 8 fl'(2  2 0 0 上野医院合(72)3330 fl(72) 3 I 5 5 合(82) 0 I O 3 でで

本
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
”
福
祉
バ
ザ
ー
“
は
‘

〇
翁
流
中
央
朗
吟
愛
好
会
総
本
部

（
代
表1
1
沼
崎
星
翁
さ
ん
）
は
、

母
子
福
祉
に
と
二
十
万
円
を

0
神
谷
芳
男
さ
ん
（
須
賀
）
は
‘
亡

父
の
供
養
の
た
め
三
万
五
千
円
を

祠
が
と
う

0
み
や
ま
カ
ラ
オ
ケ
教
室
（
代
表1
1

深
山
浩
二
さ
ん
）
は
‘
発
表
会
活

動
費
の
一
部
二
万
円
を

蔓
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
代
表
1
1
奈
良
原
宜
子
さ
ん
）

は
、
福
祉
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部

三
十
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

奉
仕
銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
約
五
百
人
の
買
物
客
で
に
き

わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
家

庭
で
眠
っ
て
い
る

衣
料
品
、
手
芸
品
‘

日
用
品
な
ど
不
用

品
の
有
効
利
用
を

と
開
か
れ
た

も
の
で
今
年
で
三

年
目
で
す
。
「
今

年
の
福
祉
バ
ザ
ー

は
‘
い
つ
で
す
か
」

と
待
ち
ど
う
し
い

声
を
良
く
耳
に
し

ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
村
民

の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
の

バ
ザ
ー
、
今
年
も

大
好
評
で
し
た
。

大
盛
況

五
0
0

人
の
買
物
客
で
に
ぎ
わ
う

゜

◄

明
利
ク
ラ
フ
の
皆
さ
ん
（
女
子

村
民
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

（
詳
細
結
果
は

9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

皆
様
の
こ
家
庭
や
事
業
所
で
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
品
物
数
一
、
三
〇

九
点
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
。
市

価
の
半
額
以
下
と
あ
っ
て
、
開
店
十

時
の
一
時
間
前
に
は
百
人
は
ど
の
長

い
列
か
で
き
‘
整
理
券
を
発
行
し
て

の
入
場
制
限
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

一
時
間
ほ
ど
で
大
部
分
売
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

客
の
中
に
は
、
「
も
う
少
し
早
目

に
来
る
の
で
し
た
。
」
と
く
や
し

か
る
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
次

回
は
ぜ
ひ
早
目
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、
今
回
の
寄
付
世
帯
（
事
業

所
等
含
む
）
は
‘
-
、0
三
七
戸
で

総
売
上
額
は
し
め
て
、
七
十
一
万
七

千
九
百
十
円
で
し
た
。
こ
の
お
金
は
‘

三
十
五
万
円
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
、
そ
の
他
は
、
当
ボ
ラ
ン
テ

優
勝
し
た
両
チ
ー
ム

広
報
係
で
は
、
「
皆
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
」
と
し
て
話
題
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
か
ら
村
民
の
皆
さ
ん

へ
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
．
感
動
・

感
銘
し
た
こ
と
・
呼
び
か
け
・
提
言

し
た
い
こ
と
・
日
常
の
出
来
事
な
ど

な
ん
で
も
結
構
で
す
。

ハ
ガ
キ
‘
封
書
、
電
話
（
闘3
1

1
1
)
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

◄

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
（
男
子
）

募
集
し
て
い
ま
す

話
題
を

ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
活
動
資
金
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
さ

い
ま
し
た
。

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

食
人
権
‘
行
政
‘
心
配
ご
と
相
談

0

日
時
認
月
1
4
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

0

場
所
役
場
第
三
会
議
室

玄
交
通
事
故
相
談

0

日
時
認
月
1
3
日
午
前
1
0

時
＼
午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

古
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時
6
0
年
1
月1
0日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

食
健
康
相
談

0

日
時
1
2
月
1
8
日
6
0
年1

月
8
日
受
付
は
い
ず
れ
も

9
時
3
0
分
i
l
o
時
3
0
分
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

玄
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

玄
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1
時
＼
2
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
‘

村
闊
民
税
四
期
、
国
民
健
康
保

険
税
四
期
、
国
民
年
金
五
期
で
す
。

集
合
納
入
日

2
4
日
東
部
児
童
館

2
5
日
役
場
（
税
務
課
）

2
6
日
明
和
農
協
第
一
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お
正
月
の
風
物
詩

I
I

し
め
飾
り
I
Iづ
く
り
が
‘
十
二
月
二
十
六

日
中
央
公
民
館
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
め
飾
り
を
作
っ
た
の
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
子
供
た
ち
六
十
人
．
て
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
の
は
、
村
内
の
し
め
飾
り
づ
く
り
経

験
豊
か
な
お
年
寄
り
五
人
．
て
し
た
。
し
め
飾
り
は
‘
手
．
て
わ
ら
を

練
り
編
ん
．
て
、
和
紙
て
飾
り
付
を
し
た
八
十
巧
ほ
ど
の
本
格
的
な

も
の
。

子
供
た
ち
は
、
物
を
作
る
喜
び
を
体
．
て
味
わ
い
‘
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

み
ど
こ
ろ

年
頭
の
あ
い
さ
つ
•
第
四
回
定
例
会
・

バ
ス
路
線
廃
止
・
年
賀
状
I
P
5
ま
て

ぼ
く
の
夢
・
わ
た
し
の
夢
・
カ
メ
ラ

ニ
ュ
ー
ス
•
お
知
ら
せ
ー
P
l
o
ま
て
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久
し
振
り
に
農
家
の
明
る
い
顔
か
i

十
→
—
+
-
―
―
―

＼
松
丞
哀
翌
一
見
ら
れ
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
ま
一

？
心
い
）
）
）
j
i
l
]
口
口

L
[
/

一
村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
建
設
工
事
、
明
中
校
庭
改
良
工
事
、
農
加
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
一

一
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
業
振
興
で
は
、
小
規
模
土
地
改
良
事
の
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
き
、
教
育
i

一
い
昭
和
六
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
業
、
団
体
営
農
道
整
備
事
業
、
梅
島
文
化
、
産
業
振
興
並
び
に
継
続
事
i

i
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
並
び
に
千
江
田
幹
線
排
水
特
対
事
業
、
業
の
促
進
を
図
り
、
八

0
年
代
の
一

ロ
上
げ
ま
す
。
新
農
構
事
業
後
期
対
策
（
明
和
農
協
課
題
で
あ
る
「
ゆ
と
り
と
う
る
お
一

i
昨
年
中
は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
管
内
八
集
落
）
、
下
江
黒
地
区
の
小
規
い
の
あ
る
」
安
全
且
つ
、
快
適
な
一

一
ご
協
力
を
頂
き
‘
本
村
発
展
の
た
模
排
水
対
策
事
業
の
推
進
、
ソ
フ
ト
村
づ
く
り
の
た
め
、
創
意
と
工
夫
一

一
め
微
力
を
尽
く
す
を
も
っ
て
村
政
の
i

ー
こ
と
か
出
来
ま
し

8
0年T代2の
成
熟
し
た
執
行
に
当
る
所
存
一

i
た
こ
と
は
、
村
民
で
あ
り
ま
す
。
一

一
各
位
の
ご
支
援
、
．
な
に
と
ぞ
、
本
一

□
)
協
力
の
た
ま
も
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
年
も
倍
旧
の
ご
指
―

一
の
ー
と
深
く
感
謝
申
導
ご
鞭
撻
を
お
願
一

一
上
げ
ま
す
。
事
業
で
は
、
本
村
農
業
の
活
性
化
の
い
申
上
げ
ま
す
。
―

一
さ
て
、
昨
年
は
前
年
に
引
続
い
た
め
、
地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
、
生
こ
こ
に
、
新
年
を
迎
え
村
民
皆
i

一
て
中
小
企
業
の
景
気
の
停
滞
並
び
活
環
境
整
備
関
係
で
は
、
村
道
の
改
様
方
の
ご
健
勝
ご
繁
栄
を
お
祈
り
i

i
に
、
行
財
政
改
革
等
の
影
響
も
あ
良
舗
装
、
排
水
路
の
改
修
、
梅
原
地
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
i

i
り
、
地
方
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
内
に
第
四
上
水
道
の
建
設
、
そ
の
他
、
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一

□冒□
[
)
]
ロ
ロ
羞

一
運
動
場
の
整
備
、
館
林
商
工
高
校
兆
円
、
昨
年
よ
り
五
千
億
円
の
増
、
＇
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下
江
黒
地
内
に
団
体
営
土
地
改
良

総
合
整
備
事
業
を
導
入
す
る
の
に
伴

い
分
担
金
を
徴
収
す
る
必
要
か
ら
の

条
例
制
定
で
す
。
そ
の
認
可
申
請
提

出
期
限
が
十
月
五
日
で
あ
っ
た
た
め

専
決
処
分
し
た
こ
と
の
承
認
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
（
村
営

土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
制
定

去
る
十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
た
、

村
議
会
議
員
再
選
挙
に
要
し
た
選
挙

費
（
ニ
―
三
万
円
）
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
の
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し

た
こ
と
の
承
認
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

(
5
9年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

第
定

昭
和
五
十
九
年
第
四
回
村
議
会
定

例
会
は
、
十
二
月
二
十
一
日
‘
会
期

一
日
閏
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
．
て
‘
村
長
提
出
議
案

六
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
‘
請
願
四
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
自

己
負
担
の
軽
滅
措
置
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
福
祉
医
療
費
負

担
額
も
国
保
加
入
者
及
び
退
職
者
制

度
の
特
例
療
養
費
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
に
つ
い
て
は
、
各
会
計
間
で

そ
の
他
の
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い

て
は
各
受
給
者
と
精
算
を
行
う
こ
と

に
よ
り
減
額
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ー
一
般
会
計
補
正
予
算
＿

既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
‘
六
七
三
万
五
千
円
を
追
加

し
て
予
算
総
額
を
二
0
億
五
、
六
一

六
万
一
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
農
林
水
産
業
費
五
‘

六
五
六
万
五
千
円
、
教
育
費
一
七
万

円
で
す
。
一
方
歳
入
は
県
支
出
金
五
‘

一
八
九
万
七
千
円
、
村
税
五0
一
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
（
梨
）
が
干
ば
つ
‘
ひ
ょ
う

害
等
を
受
け
た
の
で
果
樹
共
済
事
業

に
不
足
が
生
じ
た
た
め
‘
一
八
四
万

二
千
円
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

農
業
共
済
事
業
会
計
補
正

予
算

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

小
松
原
一
好
さ
ん
と
石
村
嘉
男
さ

ん
の
二
人
を
本
村
農
業
共
済
事
業
運

営
協
議
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
（
一
号
委
員
）

農
業
共
済
事
業
運
営
協
議

会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

石
村
議
員
本
村
議
会
で
は
‘
―
昨

年
議
員
定
数
を
削
減
し
て
議
員
自
ら

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

村
で
も
勇
気
と
英
断
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

〔
答
〕
職
員
の
削
減
は
、
現
在
定
数

に
対
し
て
九
名
欠
員
（
認
％
）
で
す

が
、
補
充
し
な
い
で
臨
時
職
員
（
パ

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

石
村
議
員
合
併
は
、
ど
う
し
て
も

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
推

進
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

資
料
な
ど
提
示
し
て
村
民
に
理
解

を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

〔
答
〕
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
七
年
一
月
二
十
三
日
‘
館
林

明
和
議
会
議
員
調
査
研
究
会
総
会
の

席
上
「
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

館
林
市
長
、
明
和
村
長
に
一
任
す
る

と
共
に
両
議
会
議
員
と
も
、
今
後
の

推
進
に
努
力
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

推
進
に
入
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
か
、

そ
の
後
、
合
併
の
時
期
、
議
員
の
定

数
及
び
処
遇
、
合
併
研
究
会
の
組
織
、

村
民
各
位
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
不
十
分
等
で
、
一
時
中
止
し
た

訳
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
村
民
各
位

の
意
向
を
十
分
尊
重
し
理
解
を
頂
き

な
か
ら
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
推
進

し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

館
林
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

般
質
問



(3) 第280号 広 報 め し＼ わ 昭和60年 1 月 10 日

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
六

十
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら

お
祝
い
申
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

等
で
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
ば
か

り
で
し
た
か
、
反
面
、
第
二

次
中
曾
根
内
閣
誕
生
で
県
民
と
し

て
誇
る
こ
と
の
で
き
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
し
て
‘
め
ず
ら
し
く
台
風
が
一

つ
も
上
陸
せ
ず
‘
空
前
の
農
作
物
収

穫
か
あ
り
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

村
で
は
東
小
の
改
築
に
よ
り
‘
東

西
の
均
衡
が
と
れ
る
近
代
的
な
校
舎

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

中
に
は
中
学
校
校
庭
も
整
備
さ
れ
、

議長

堀 日 正

ー
ト
）
で
対
応
、
事
務
合
理
化
は
五

十
一
年
度
か
ら
遂
次
電
算
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

来
年
一
月
に
は
‘
ワ
ー
プ
ロ
導
入

予
定
、
水
道
の
検
針
民
間
委
託
‘
税

の
徴
収
事
務
は
今
年
四
月
よ
り
振
替

納
税
方
式
を
採
用
し
て
可
能
な
限
り

合
理
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
外
、
ご
み
危
険
物
の
収
集
‘

学
校
給
食
、
保
育
園
経
営
等
の
民
間

委
託
‘
送
迎
バ
ス
の
廃
止
、
各
種
補

助
金
の
削
滅
等
、
重
要
案
件
に
つ
い

て
は
、
国
、
地
方
の
推
移
を
見
な
か

ら
「
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
」
的

な
組
織
を
つ
く
り
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

江
森
議
員
将
来
を
担
っ
て
立
つ
の

は
子
供
た
ち
で
あ
り
ま
す
。
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図
る
に
は
、
自
主
的

に
活
動
で
き
る
サ
ー
ク
ル
（
ボ
ー
イ
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
等
）
が
必
要
と
思

う
か
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
〕
青
少
年
育
成
関
係
の
団
体
は

た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
団

体
を
大
別
す
る
と
、
周
囲
で
見
守
り

な
が
ら
ご
指
導
い
た
だ
く
団
体
と
‘

子
供
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を
通
し
て

ご
指
導
い
た
だ
く
団
体
と
が
あ
り
ま

す
。
ボ
ー
イ
（
ガ
ー
ル
）
ス
カ
ウ
ト

は
後
者
に
属
す
る
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
‘
本
村
で
は
全
国
組
織

と
も
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
中
心
に
、
今
後
奨
励
し
て
体
力
づ

く
り
、
人
間
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

江
森
議
員
来
春
に
は
新
設
高
校
も

開
校
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
う

少
し
宅
地
開
発
な
ど
の
土
地
利
用
を

促
進
し
て
、
村
の
活
性
化
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

〔
答
〕
一
般
論
と
し
て
は
ご
指
適
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
か
、
村
の
実
情

は
次
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
か
あ
り

ま
す
。

先
ず
‘
全
体
的
に
言
え
る
こ
と
は
‘

立
派
な
運
動
場
も
完
成
し
ま
す
。
更

に
、
本
年
の
四
月
に
は
高
等
学
校
も

開
校
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
第
四
水
源
地
も
近
く
出
来

上
が
り
、
同
時
に
第
一
水
源
地
の
加

圧
機
能
も
充
実
さ
れ
、
教
育
に
健
康

管
理
に
一
段
と
充
実
致
し
ま
す
。

本
年
は
、
道
路
や
排
水
な
ど
環
境

整
備
を
重
点
に
促
進
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
特
に
、
明
和
農
協
関
係
地
域

で
は
、
構
造
改
善
後
期
対
策
事
業
が

今
年
か
ら
向
こ
う
八
年
間
継
続
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費

十
一
億
三
千
五
百
万
円
の
大
事
業
で

あ
り
ま
ず
。

貴
重
な
補
助
金
を
ふ
る
に
活
用
し

豊
か
な
明
る
い
村
づ
く
り
に
、
村
当

局
と
一
体
と
な
り
、
全
力
を
傾
注
す

土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て

行
政
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

青
少
年
育
成

指
導
に
つ
い
て

本
村
は
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地
で

あ
る
（
低
湿
地
‘
沼
‘
山
林
等
か
な

い
）
、
最
近
近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
土
地
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
‘
電

カ
事
情
か
悪
い
、
工
場
排
水
の
問
題
‘

農
業
振
興
地
帯
の
た
め
‘
各
種
補
助

事
業
の
網
が
か
か
っ
て
い
る
、
農
政

サ
イ
ド
と
の
協
議
か
必
要
、
以
上
の

点
か
ら
障
害
が
多
い
。
し
か
し
‘
今

後
と
も
、
都
市
計
画
法
施
行
令
の
改

正
に
よ
る
‘
開
発
行
為
の
規
制
基
準

の
緩
和
等
に
つ
い
て
、
県
で
も
検
討

中
で
あ
り
‘
今
後
と
も
開
発
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

定
員
増
加
に
つ
い
て

江
森
議
員

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
完
遂
の
た

め
に
は
、
村
民
各
位
の
絶
大
な
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
上
げ
ま
主

議
会
は
再
選
挙
で
議
員
の
補
充

も
す
み
ま
し
た
。
議
員
一
同
一
致

団
結
し
て
村
発
展
の
た
め
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

か
基
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
年
に

何
回
か
は
地
区
に
出
張
し
て
住
民
と

の
対
話
を
深
め
る
の
も
必
要
と
思
う

か
ど
う
考
え
る
か
。

〔
答
〕
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
微
底
に
つ
い
て
は
‘
毎

月
の
課
長
会
議
を
通
し
て
十
分
指
導

し
て
お
り
ま
す
か
、
今
後
と
も
苦
情

の
こ
な
い
よ
う
に
全
職
員
に
微
底
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
出
向
し
て
の
対
話
集
会
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
機
会
を
設

け
‘
行
政
と
地
域
住
民
か
一
体
と
な

っ
て
新
し
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

明
和
分
署
の

島
田
議
員
さ
る
八
月
‘
救
急
車
出

動
と
消
防
車
出
動
（
救
急
車
出
動
直

後
）
か
重
な
っ
た
た
め
‘
放
送
す
る

の
か
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
署
員
の
定
員
増
加
が
必
要
と

思
っ
か
ど
う
考
え
る
か
。

〔
答
〕
明
和
分
署
か
設
置
さ
れ
て
十

三
年
に
な
り
ま
す
か
、
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
初
め
て
で
あ
り
ま
し
て
、

た
ま
た
ま
ク
ロ
ス
し
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。そ

こ
で
分
署
で
放
送
で
き
な
い
場

合
、
役
場
の
方
で
放
送
で
き
る
よ
う

処
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
‘
増
員
に
つ
い
て
は
、
消
防

組
合
の
組
織
上
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

明
和
村
議
会
議
員
の
申
し
合

わ
せ
に
よ
り
、
本
紙
を
も
っ
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
議
長

議議議議議議議議議議

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

昌
ハ

o
貝

（
氏
名
は
議
席
順

お
め
で
と
う

泉
田
和
作

島
田
誠
司

斉
藤
憲

栗
原
利
夫

江
森
精
治

泉
田
公
一
郎

始
沢
三
郎

小
松
原
一
好

中
村
光
雄

小
平

石
村

嘉
男
喜
章

ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

85年
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入
ヶ
谷
な
ど
六
地
区

坂上長吉さん
（中谷）

坂
上
さ
ん

法
務
大
臣
か
ら
表
彰

~ 
＝館林駅～赤岩＝

-----＿＿―-路線廃止ほぼ確定力‘

(4) 

村
内
を
運
行
し

て
い
る
東
武
バ
ス

「
館
林
駅
i
赤
岩

統
合
中
学
校
線
」

が
、
今
月
い
っ
ぱ

い
ぐ
ら
い
で
廃
止

さ
れ
る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
確
実
と
な
り

ま
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、

マ
イ
カ
ー
等
の
急

増
に
よ
り
、
利
用

客
が
き
わ
め
て
少

な
い
こ
と
。
ワ
ン

マ
ン
化
等
で
合
理

化
策
を
も
っ
て
し

て
も
大
巾
な
赤
字

を
計
上
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
が
主

な
理
由
。

こ
の
路
線
は
、

館
林
市
・
明
和
村
・

千
代
田
町
が
関
係
す
る
全
長
十
七
・

八
キ
ロ
（
う
ち
“
k
m
館
林
駅
ー
分
福
間

は
存
続
）
で
、
現
在
一
日
六
往
復
し

て
い
ま
す
。
村
内
に
は
、
十
三
ヵ
所

（
運
行
距
離
い
こ
の
停
留
所
が
あ

り
ま
す
。

本
村
で
は
、
主
と
し
て
新
里
・
中
谷

地
区
の
西
小
学
校
の
生
徒
約
八
十
人

（
毎
日
利
用2
7人
、
時
々
利
用
5
3
人
）

が
、
利
用
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
i
.
{
·

J

|

 

下
校
と
な
る
と
時
i

4I
i

 

間
帯
が
合
わ
な
い
ー
、
釦

た
め
、
そ
の
生
徒
交

の
大
部
分
は
、
徒
ー
'
t

Li

告
t

歩
下
校
し
て
い
る
＇

一

の
が
現
状
で
す
。

時
間
帯
が
合
わ

な
い
か
ら
利
用
し
p
,
'
｀
冒
·

な
い
、
利
用
し
な
く
な
る
か
ら

運
行
数
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い

っ
た
悪
循
環
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い

選
挙
投
票
優
良
地
区
表
彰

本
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
十
一

月
三
十
日
、
中
央
公
民
館
で
、
先
に

行
わ
れ
た
「
群
馬
県
知
事
選
挙
1
1
5
9

年
7

月
2
2
日
執
行
」
及
び
「
明
和
村

議
会
議
員
再
選
挙
1
1
5
9
年
1
1
月
4
日

執
行
」
の
投
票
優
良
地
区
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

本
村
は
毎
回
選
挙
の
度
に
、
県
下

で
も
高
い
投
票
率
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
ラ
ン
ク
さ
れ
何
回
と
な
く
優
良
村

ま
す
。

会
社
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
利
用

状
況
は
、
昭
和
5
6
年
度
か
一
日
当
り

二
百
人
（
一
便
当
り
9
人
）
、
5
7
年

度
が
、
一
日
当
り
三
百
八
人
（
同
2
4

人
）
、
5
8
年
度
が
一
日
当
り
二
百
十

六
人
（
同
1
7
人
）
と
い
う
状
況
。

ま
た
、
赤
字
額
(
-
日
当
り
）
は

昭
和
5
6
年
度
一
0
万
八
0
四
0
円

昭
和
5
7
年
度
九
万
九

0
0
0
円

"
5
8
"
七
万
四
八
九

0
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
し
て
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
地
区
は
次
の

と
お
り
で
す
。

圏
知
事
選
挙
投
票
優
良
地
区

＊
一
位
1
1
入
ヶ
谷
竺
一
位
1
1
下
江

黒
＊
三
位
1
1
須
賀

圏
村
議
会
議
員
再
選
挙
投
票
優
良
地
区

＊
一
位
1
1
下
江
黒
＊
二
位
1
1
南
大

島
＊
三
位
1
1
千
津
井

會

ヽ

八
万
円
支
払
わ
れ
る

5
9年
産
農
業
共
済
金

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
関
係
市
町

村
で
は
、
「
廃
止
は
肯
定
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
マ
イ
カ
ー
の
高

い
普
及
率
等
を
考
え
た
場
合
、
バ
ス

利
用
者
が
年
々
滅
っ
て
い
る
現
状
で

は
、
ど
う
に
も
止
む
を
得
な
い
」
と

水
稲
、
陸
稲
、
果
樹
（
梨
）
に
被

害
を
受
け
た
農
家
に
、
村
か
ら
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
総
額
で
五
十
八
年
産
よ

り
一
、
八
三
九
万
円
少
な
い
二
、
三

一
八
万
円
の
共
済
金
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
関
係
者
に
よ
り
ま
す
と
過

去
四
年
間
と
比
較
し
て
、
好
天
に
恵

ま
れ
成
育
が
順
調
で
、
例
年
に
な
く

豊
作
で
あ
っ
た
た
め
と
の
こ
と
。

し
ま
は
が
が
れ

し
か
し
、
一
部
で
は
縞
葉
枯
病
、

干
害
、
ひ
ょ
う
害
な
ど
で
被
害
を
受

中
谷
の
坂
上
長
吉
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
坂
上
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五

け
た
農
家
も
あ
り
、
そ
の
農
家
に
共

済
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

共
済
の
各
種
目
別
に
み
る
と
、
水

稲
の
共
済
金
一
、
九
五0
万
円
、
支
払

戸
数
一
、
0
四
一
戸
。
陸
稲
の
共
済

金
六
0
万
円
、
支
払
戸
数
五
0
戸
。

果
樹
の
共
済
金
三
0
八
万
円
、
支
払

戸
数
五
一
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
の
共
済
金
は
、
十
二
月
二

十
一
日
付
で
各
農
協
口
座
に
振
込
み

支
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

年
に
保
護
司
に
な
ら
れ
て
以
来
、
実

に
三
十
四
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
貢

献
さ
れ
た
方
で
す
。

ご
周
知
の
と
お
り
、
保
護
司
と
は

罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
か
、

ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰
か
か
な
う
よ

う
助
言
指
導
を
施
す
重
要
な
任
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。
坂
上
さ
ん
は
、
そ

れ
等
を
深
く
理
解
さ
れ
、
愛
情
と
厳

し
さ
を
も
っ
て
接
し
、
何
人
も
の
人

を
更
生
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
今
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
共
通
し
た
考
え
方
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

が
ら
り
と
玄
関
の
戸
が
あ
い
て

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

威
勢
の
い
い
声
と
と
も
に
獅
子
舞

い
か
現
れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
あ

わ
て
て
奥
に
ひ
っ
こ
み
ま
す
。

お
正
月
に
こ
ん
な
風
景
か
見
ら

れ
た
の
も
昔
の
話
。
赤
い
顔
に
金

歯
を
ぎ
フ
ぎ
フ
さ
せ
た
獅
子
頭
、

そ
し
て
体
に
は
緑
に
白
の
唐
草
模

様
の
布
を
か
ぶ
っ
た
獅
子
舞
い
が

万
歳
な
ど
と
も
に
、
家
内
を
門
付

け
し
て
回
っ
た
も
の
で
す
。

獅
子
は
、
厄
ば
ら
い
、
家
内
安

全
を
祈
っ
て
踊
り
ま
す
。
特
に
子

供
は
、
獅
子
の
口
で
頭
を
噛
ん
で

も
ら
う
と
健
康
に
育
つ
と
い
わ
れ

て
い
た
の
で
、
獅
子
は
子
供
を
見

る
と
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
が
怖
く
て
、
子
供
た
ち
は
逃

げ
ま
ど
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
獅
子
は
火
災
を
防

ひ
ふ

ぐ
、
い
わ
ゆ
る
火
伏
せ
の
御
利
益

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。 獅

子
舞

: 
し‘
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お正月は、まず環境からと
梅原老人会で道路清掃

廂
で
は
、
村
長
と
助
役
か
二
班
に
分
か
れ

十
二
月
十
四
日
村
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
重

度
障
害
者
の
ご
家
庭
―
―
六
戸
を
一
軒
一
軒

在
宅
慰
問
し
ま
し
た
。

梅
原
の
田
部
井
ふ
み
さ
ん
⑬
宅
で
は
、
村

長
が
慰
問
品
を
贈
る
と
「
毎
年
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
い
た
だ
く
と
や
っ
と

年
末
の
気
分
に
な
り
ま
す
よ
」
と
心
待
ち
し

て
い
た
か
の
よ
う
話
し
か
け
‘
庭
先
の
盆
栽

談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
明
る
い
お
正
月
を
ー

〶
津
井
の
奈
良
原
光
子
さ
ん
は
、
五
円
玉

を
利
用
し
て
戦
国
武
将
が
、
使
っ
た
カ
ブ
ト

の
置
物
を
制
作
し
、
こ
の
ほ
ど
、
中
央
公
民

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

約
二
千
個
の
五
円
玉
を
一
っ
―
つ
糸
（
本

職
人
形
師
が
使
う
丈
夫
な
も
の
）
で
く
く
り

一
個
一
個
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
三
ヵ
月
余
り

を
か
け
て
作
っ
た
苦
心
作
。
公
民
館
で
は
、

さ
っ
そ
く
置
場
所
を
検
討
し
て
、
一
般
の
人

た
ち
に
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

圏
ぃ
お
正
月
を
迎
え
る
に
は
、
ま
ず
、
地

域
の
環
境
か
ら
と
、
梅
原
老
人
ク
ラ
ブ

（
代
表1
1
福
田
峯
次
さ
ん
）
で
は
、
当
地
区

周
辺
の
道
路
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
約
四
十
人
は
‘
ホ
ウ
キ
持
参
で
邑
楽

用
水
路
や
集
落
内
の
主
な
通
り
を
は
き
掃
除
。

三
時
間
ほ
ど
で
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
な
が
め
て
、
皆
さ
ん
‘
「
や
っ

ば
り
き
れ
い
な
道
路
は
気
分
い
い
ね
；
；
、
こ

れ
で
良
い
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
」
と

満
足
顔
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

良
い
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。

圃
林
電
報
電
話
局
は
、
こ
の
ほ
ど
耳
や
言

葉
の
不
自
由
な
方
が
、
外
出
先
等
で
緊
急
に

連
絡
し
た
い
こ
と
を
近
く
の
人
に
依
頼
す
る

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
管
内
の
市
町
村
に

約
三
百
五
十
冊
を
配
布
し
ま
し
た
。

本
村
に
は
、
四
十
二
冊
が
配
布
さ
れ
、
村

で
は
、
そ
の
四
十
二
冊
を
聴
覚
障
害
者
や
言

語
障
害
者
の
人
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
、
さ
っ
そ
く
村
身
体
障
害
者
更
生
会

の
役
員
さ
ん
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
依
頼
を
受
け
た
ら
や
さ
し
さ
を

も
っ
て
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

囲
央
幼
稚
園
で
は
、
十
二
月
八
・
十
・
十

一
日
の
三
日
間
、
作
品
展
を
開
き
ま
し
た
。

作
品
は
個
人
、
共
同
作
の
二
種
類
で
‘
紙

ね
ん
土
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
の
廃
品
を
利

用
し
た
花
び
ん
、
動
物
な
ど
の
工
夫
作
を
教

室
狭
ま
し
と
展
示
。

中
で
も
目
を
ひ
い
た
の
が
、
共
同
作
の
高

さ
三
り
ぃ
ほ
ど
の
ガ
リ
バ
ー
と
ト
ー
テ
ン
ポ
ー

ル
の
作
品
で
‘
訪
れ
た
父
母
さ
ん
た
ち
、
園

児
た
ち
の
見
事
な
工
夫
作
品
に
感
心
し
な
か

ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

圏
小
学
校
（
生
徒
数
1
1
四
百
七
人
）
で
十
二

月
十
五
日
、
全
校
生
徒
に
よ
る
校
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
学
年
毎
、
男
女
毎
に
行
わ
れ
、
一

ー
ニ
年
が
一
·
-
k
m
、
三

1

四
年
が
一
・
三
k
m
、

五
ー
六
年
が
一
・
五
k
m
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
上
位

六
位
ま
で
の
タ
イ
ム
を
記
録
。

体
格
は
向
上
、
体
力
は
そ
の
わ
り
で
な
い

と
良
く
い
わ
れ
る
現
代
っ
子
で
す
が
、
同
校

に
限
っ
て
は
心
配
無
用
。
成
績
は
前
回
よ
り

全
体
的
に
向
上
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
全
員
が

完
走
で
す
。
今
年
も
元
気
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ー

東小学校でマラソン大会
全生徒が完走

奈良原光子さん手づくり
5 円玉カブトを寄贈

園児の作品に
父母さん、感心

*·····・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヽ

こくれじゅんじ
（斗合、田）

ダンプのっん

てんしゅになり

たい。おとうさ
んがのっている。

きむらひろし
（江口）

おもちゃやさ

んになりたい。

いっぱいあそべ

るから。

あらいだかひろ
（斗合田）

けいさつかん

になりたい。どろ

ほうをつかまえ
たりするから。

* 

ほり＜ちまさゆ

き （新里）
タクシーのうんて

んしゅになりたい。

きゃくをのせて

はしれるから。

くりばらちか
（新里）

ピアノのせん

せいになりたい。

ピアノがだいす

きだから。

良いお正月をと
116戸を歳末慰問

「お願い手帳」配布

聴覚言語障害者に

ますだひろゆき
（新里）

パイロットに

なりたい。そら

をとんでみたい

から。

* 

すながえりか
（南大島）

ほんやさんに

なりたい。むか

しばなしのほん

がすきだから。
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ぼくの夢

わたしの夢

（敬称略）

り？

ありはらあゆみ
（大佐貫）

おはなやさん

になりたい。お

はなかすきだか

ら。

だべいまさる
（、梱原）

やきゅつのせ

んしゅになりた
い。すきだから。

だくちえつこ
（大輪）

ケーキやさん

になりたい。ケ

ーキがすきだか

ら。

ありはられいこ
（大佐貫）

ほんやさんに

なりたい。ほん

が好きだから。

*'•……•……………·………, 

... ;……………………………·:* 

いまなりひろし
（須賀）

サッカーのせ

んしゅになりた
い。かっこいい

から。

東保「よいしょよいしよ」と
キネウスでモチつき大会

園
近
の
モ
チ
つ
き
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

が
機
械
も
の
。
そ
こ
で
東
保
育
園
で
は
、
十

二
月
十
九
日
、
キ
ネ
と
ウ
ス
を
使
っ
て
手
づ

く
り
の
モ
チ
つ
き
を
味
わ
い
ま
し
た
。

園
の
庭
に
は
、
近
く
の
農
家
か
ら
借
用
し

た
キ
ネ
と
ウ
ス
が
用
意
さ
れ
、
保
母
と
園
児

か
一
緒
に
な
っ
て
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」

の
か
け
声
と
共
に
‘
交
替
で
キ
ネ
を
振
り
‘

つ
き
上
げ
た
モ
チ
米
は
、
し
め
て
七
k
g

o

さ
っ
そ
<
‘
き
な
粉
や
あ
ん
こ
を
ま
ぶ
し

て
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
な

園
児
と
は
対
象
に
‘
汗
だ
く
で
キ
ネ
を
振
っ

た
保
母
さ
ん
た
ち
、
い
さ
さ
か
ば
て
気
味
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

囲
供
た
ち
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
と
、
本

村
子
供
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
（
会
長1
1

関
口
与
志
男
さ
ん
）
は
、
明
和
村
船
舶
協
会

の
後
援
を
得
て
、
十
二
月
十
六
日
、
サ
ケ
の

卵
二
万
粒
を
購
入
し
、
各
地
区
子
供
会
に
配

布
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
こ
の
卵
を
子
供
た
ち
一
人

当
り
四
i
五
粒
ず
つ
配
布
。
子
供
た
ち
の
家

庭
で
愛
情
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
稚
魚
は
、
今

春
の
二
月
二
十
四
日
、
梅
原
地
先
利
根
川
の

東
武
線
鉄
橋
付
近
か
ら
放
流
さ
れ
る
計
画
で

す
。本

村
で
は
、
大
々
的
な
放
流
は
初
め
て
の

試
み
と
あ
っ
て
、
子
供
た
ち
、
関
係
者
は
ひ

と
き
わ
高
い
感
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

* 
二

. . . . . . 
* . . 

*'…;……•…•……………………………•…………………:* 

ふじのきよみ
（川俣）

おみせやさん

になりたい。き

れいなしごとだ

から。

子供たちに
サケのタマゴ配布

くろさわまさよ
し （大輪）
サッカーのせ

んしゅになりた

い。たのしそう
だから。

、
·
’

だくちともみ

（矢島）
ピアノのせんせ

いになりたい。

ピアノをならっ
ているから。

まもなく完成
県立、館林商工高校

圃
教
育
委
員
会
の
「
高
校
拡
充
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
東
毛
地
区
に
県
立
高
校
を

と
発
表
さ
れ
て
以
来
、
本
村
の
南
大
島
地
区

に
新
設
高
校
の
建
設
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
新
設
高
校
「
館
林
商
工
高
等
学
校
」

は
、
工
事
費
約
一
九
億
八
千
万
円
(
5
9年度

分
1
1

建
物
及
び
設
備
な
ど
）
を
投
じ
て
、
ま

も
な
く
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

村
民
か
待
ち
望
ん
で
い
た
県
立
高
校
—|
l

今
年
四
月
に
は
新
入
生
が
誕
生
し
ま
す
。

地
元
で
は
こ
れ
を
契
機
に
教
育
水
準
が
高

ま
り
‘
よ
り
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
と
大
き

い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

固
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
設
け
ら
れ
て

い
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
教
室
の
生
徒
九
十

人
は
、
十
二
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で

細
工
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。え

と

”
ま
ゆ
I
Iを
使
っ
て
来
年
の
干
支
で
あ
る

ま
ゆ
玉
づ
く
り
に
挑
戦
。
”
ま
ゆ
”
と
い
っ

て
も
本
村
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
部
分
の
子
供
は
、

手
で
ふ
れ
る
の
が
初
め
て
と
い
う
。

普
段
、
自
分
た
ち
の
手
で
物
を
作
っ
た
こ

と
の
な
い
子
供
た
ち
は
、
「
あ
な
た
の
方
が

丑
に
似
て
い
る
じ
ゃ
な
い
／
い
や
あ
ん
た
の

方
か
」
と
楽
し
そ
う
に
会
話
を
は
さ
み

な
か
ら
手
細
工
に
打
ち
こ
み
ま
し
た
。

ジュニアリーダー教室で
えとのまゆ玉づくり

なかじまあつし
（大佐貫）

サッカーのせ

んしゅになりた
い。かっこいい

から。

` 
やじまともひろ

（田島）
おまわりさん

になりたい。か

っこいいから。

ならとしゆき
（田島）

おまわりさん

になりたい。か

っこいいから。
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◎明和村誌

♦

体
裁
と
頒
布
価
格

``:] 
\ 

// 口
村
で
は
合
併
二
五
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
よ
り
六
ヵ

年
計
画
で
「
明
和
村
誌
」
発
刊
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
先
人
達
か

ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
う

つ
り
変
っ
た
か
を
調
査
・
集
録
し
、
そ

の
輝
か
し
い
偉
業
を
後
の
世
に
伝
え

る
と
共
に
未
来
を
開
く
指
針
と
す
る

目
的
で
村
誌
の
編
さ
ん
事
業
に
と
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
本
誌

は
資
料
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
方
々
の

ご
厚
意
と
関
係
者
各
位
の
ご
理
解
あ

る
ご
協
力
に
よ
っ
て
本
年
末
に
発
刊

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「
明
和
村
誌
」
は
、
郷
土
の
自
然

・
文
化
・
歴
史
を
で
き
る
だ
け
わ
か

り
易
＜
‘
豊
富
に
‘
そ
し
て
親
し
み

易
い
も
の
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

集
大
成
し
た
明
和
村
の
百
科
事
典
で

す
の
で
、
皆
さ
ま
方
に
興
味
あ
る
話

題
が
提
供
で
き
‘
き
っ
と
ご
満
足
い

た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
本
誌
は
村
よ
り
補
助
か
あ

り
廉
価
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
限
定
出
版
の
た
め
冊

数
に
制
限
か
あ
り
ま
す
の
で
、
近
日

中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
予
約
募
集

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
希
望
者
は
早
め
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
な
こ
と
に
つ
い
て
は

『
明
和
村
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
（
村

誌
編
さ
ん
室
）1
1
本
村
役
場
内

(
6

闘
3
1
1
1
)
』
に
お
た
ず
ね
下
さ

、
。

し

色
く
書
か
れ
て

♦

わ
か
り
易

●
明
和
の
す
、
い
る
村
誌

へ
て
を
知
ら
せ
た
村
誌

●
明
和
の
未
来
を
探
求
で

♦

人
名
が
豊
富
つ
き
る
村
誌

に
載
せ
て
あ
る
村
誌

カ
豊
富
な
村
誌

●
写
真
や
図
表
ゞ

A
五
判
(
l
l

本
の
大
き
さ

頁
数

1
0ざ
哭
霜
）

体
裁

l
三
o
o
ペ
ー
ジ

上
製
本
、
布
製
ク
ロ
ー
ス
張
、

背
文
字
金
箔
押
し
、
寸

章
空
押
し
‘
貼
箱
入
木

四
‘
頒
布
価
格
三
、

五
‘
発
行
予
定
五oo円

昭
和
6
0年
1
2月
末
H

ニー
-------

‘‘‘ 
＊
特

＊
日
時
1
1
昭
和
6
0
年
2

月
5

日

前
1
0時
1
午
後
4

時

＊
会
場
1
1
館
林
文
化
会
館

＊
対
象
者
1
1
危
険
物
取
扱
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、

危
険
物
施
設
に
お
い
て
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
（

但
し
、
5
6年
以
降
同
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
は
除
く
）

＊
講
習
内
容
1
1
危
険
物
関
係
法
令
・

火
災
予
防
な
ど
に
関
す
る
事
項

＊
受
付
期
間
1
1
昭
和
6
0
年

1

月
1
0
日

ー
講
習
日
の
前
日
ま
で

＊
受
付
場
所
1
1
館
林
消
防
本
部(
6

⑫
3
1
7
1
)に
申
込
み
下
さ
い
。

＊
受
講
手
数
料
1
1
2
7
0
0円

＊
持
参
品
1
1
危
険
物
取
扱
者
免
状

※
そ
の
他
‘
詳
細
は
館
林
消
防
本
部

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

農
業
セ
ン
サ
ス
（
農
業
に
関
す
る

実
態
調
査
）
か
、
二
月
一
日
現
在
で

全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
‘
五
年
に
一
度
、
農

業
を
営
む
す
べ
て
の
農
家
な
ど
を
対

象
に
す
る
「
農
業
の
国
勢
調
査
」
と

も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
農
業
経
営
の

実
情
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
た
ず
ね

し
ま
す
。

゜

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

一
九
八
五
年
農
業

〇
ー

危
険
物
取
扱
者
の

0

0

 

保
安
講
習
会
実
施

午

還
付
請
求
は

゜

゜

お
早
め
に

こ
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自

治
体
か
農
業
施
策
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

＊
調
査
方
法

調
査
日
の
二
月
一
日
前
後
に
‘
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、

農
家
や
農
業
事
業
体
へ
お
伺
い
し
て

お
聞
き
す
る
調
査
と
、
農
家
の
方
々

に
直
接
記
入
し
て
い
た
だ
く
調
査
と

か
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
‘
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
‘
詳
細
は
役
場
経
済
課
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

「
住
宅
取
得
控
除
」
「
医
療
費
控

除
」
等
に
よ
り
‘
源
泉
所
得
税
の
還

付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
‘
一
月
か
ら

申
告
書
の
提
出
か
で
き
ま
す
。

申
告
用
紙
は
‘
役
場
、
商
工
会
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
館
林
税
務
署
‘
税
務
相

談
室
6
⑫
4
3
7
3に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。



(9) 第280号 広 報 め し＼ わ 昭和60年 1 月 10 日

村
教
育
委
員
会
は
、
広
く
視
聴

覚
活
動
を
促
進
す
る
う
え
で
、
学

習
効
果
を
高
め
る
の
に
大
変
役
立

っ
て
い
る
「
1
6ミ
リ
映
写
操
作
認

定
講
習
会
」
な
ど
を
含
む
視
聴
覚

教
育
初
級
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
機
会
を
の
が
さ
ず
に
認
定

証
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

＊
期
日
及
び
時
間
1
1
四
日
間

卓
球
大
会
結
果

第
2
5回
村
民
卓
球
大
会
は
、
十

二
月
二
日
、
社
会
体
育
館
で
行
わ

れ
総
数
八
十
三
人
が
参
加
。
優
勝

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

圏
小
学
生
の
部

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

飯
塚
克
則
（
東
小
5

年
）

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

長
谷
川
め
ぐ
み
（
西
小
6

年
）

圏
中
学
生
の
部

8
3人
が
参
加
村
民

「
1
6ミ
リ
映
写
操
作

技
術
認
定
講
習
会
」

が
開
か
れ
ま
す

®
含
＠
祠
諭
）

＠
翁
◎
国
舗
）

か
ら
伝
言

（
時
間
は
変
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

2

月
7

日
困
午
後
6

時
頃
か
ら

2

月
8

日
倫

I
I

2

月
9

日
田
午
後
1

時
頃
か
ら

2

月

1
0日
同
午
前
9

時
頃
か
ら

＊
会
場
1
1
板
倉
町
公
民
館

＊
対
象
者
1
1
村
民
一
般

＊
経
費
1
1有
料

＊
特
典
1
1
全
課
程
を
修
了
し
た
者

に
「
修
了
証
」
及
び
「1
6ミリ

映
写
操
作
技
術
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

な
お
‘
く
わ
し
く
は
、
中
央
公

民
館
社
会
教
育
係

(
6⑱
4
4
9

1
)
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

〇
塚
原
裕
之
（
中
2

年
）

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

〇
檎
本
明
美
（
中
2

年
）

圏
一
般
の
部

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

小
松
原
義
男
（
南
大
島
）

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

荒
井
則
江
（
江
口
）

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

0

青
木
勝
美
・
小
松
原
義
男

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

0

野
口
志
及
•
長
谷
川
ひ
ろ
み

（
敬
称
略
）

昭
和
十
七
年
に
開
設
。
昭
和
三
十

五
年
に
現
在
地
に
庁
舎
を
設
置
以
来

衛
生
行
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
館

林
保
健
所
か
、
こ
の
た
び
新
築
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
先
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
移
転
業
務
開
始
1
1
昭
和6
0年
2

月

2

日
出

＊
新
所
在
地
1
1
館
林
市
大
街
道
一
丁

目
ニ
―
の
二

＊
電
話
（
従
来
ど
お
り
）
1
1
0
2
7

文
芸
欄

さ
い

石
求
め
賽
の
河
原
に
積
み
上
げ
る
水

か
す

子
地
蔵
に
幽
か
木
洩
れ
陽立

岡
正
夫

物
忘
れ
病
み
て
い
っ
そ
う
重
な
る
に

漢
和
辞
典
ひ
き
て
寒
き
一
人
居

細
田
武
子

加
算
恩
給
つ
か
ず
七
嘆
く
元
兵
と
し

た

ば
し
語
ら
ふ
亡
夫
を
顕
た
せ
つ

山
形
ト
メ

夏
休
み
終
り
に
近
く
宿
題
の
整
理
杏

き
日
顕
た
し
母
と
子
の
か
げ

本
沢
シ
ズ

涼
風
に
鈴
虫
な
き
て
思
ひ
出
す
秋
の

夜
長
に
夜
業
す
亡
母
を

多
田
は
つ
江

い
づ
こ
よ
り
来
る
花
の
匂
ひ
か
悔
む

な
く
叩
き
し
津
軽
の
曲
弾
き
の
あ
と

坂
上
千
枝
子

館
林
保
健
所
が
移
転

0

0

 

2

月

2

日
か
ら
開
始

村 の う ご き

1 月
13 日

20 日

子ども会上毛かるた大会

村民マラソン大会

体育施設利用団体協議会

議会臨時会

II 母子保健推進員研修会

23 日 区長会

23 日
24 日｝狂犬病予防注射（戸別）
24 日 農業委員会

29 日 農業者年金制度説明会

II 

21 日

2月
18 日
19 日｝所得税確定申告相談

風
呂
の
煙
上
ら
ず
な
り
て
久
し
棟
梁

の
老
婆
は
胃
弱
に
長
病
む
を
い
ふ

奈
良
原
き
く
の

秋
た
け
て
錦
織
り
な
す
榛
名
路
に

夢
二
の
画
き
し
女
か
な
し
も瀬下

一
江

サ
ラ
サ
ラ
と
幼
の
手
よ
り
砂
こ
ぼ
る

歌
友
の
旅
路
の
渋
民
は
は
る
か

柿
沼
ま
つ

人
気
な
き
村
の
交
差
路
信
号
を
柿
光

る
な
が
め
つ
つ
青
に
気
づ
か
ず

江
森
佳
世
子

飾
り
な
き
夫
の
言
葉
の
泌
み
る
も
の

も
ろ
も
ろ
な
去
就
に
四
十
年
経
つ

江
森
政
美

こ―

-------

小
6

3

2

3

0

 

ゎ
＞
｀

■
案
内
図

ー
出
生
ー

氏
名

（
敬
称
略
）

保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

岡
田
幸
大
幸
三
長
男
江
口

1
1
月
2
1
日

奈
良
英
甫
悦
司
二
男
千
津
井

1
1月
2
8日

小
林
里
美
重
―
二
女
千
津
井

1
1
月
2
9

日

秋
野
佑
介
博
長
男
矢
島

1
1
月
2
9

日

吉
田
枝
理
子
耕
三
長
女
大
輪

1
2月
2

日

新
井
啓
子
一
男
二
女
江
口

1
2月
3

日

黒
澤
幸
広
泰
幸
長
男
梅
原

1
2
月
1
4

日

飯
塚
浩
一
・
和
芳
長
男
江
口

1
2月
1
8日

飯
塚
祐
二
和
芳
二
男
江
口

1
2月
1
8
日

橋
本
典
映
猛
長
女
川
俣

1
2月
1
9日

（
敬
称
略
）

年
令
謬
年
地
区
死
亡
月
日

藤
野
ゆ
わ

8
2
忠
男
川
俣

1
2
月
2日

坂
上
し
ま

7
9
（
よ
ね
）
中
谷

1
2
月
6日

原
口
順
一

7
7

（
貢
）
大
輪

1
2
月
9日

佐
藤
な
を

6
5
徳
次
郎
大
佐
貫

1
2月
1
5日

田
中
幾
太
郎

9
2
掌
太
郎
矢
島

1
2
月
1
6

日

阿
部
忠
裁

7
6
直
一
斗
合
田

1
2月
2
1日

木
村
ム
メ

8
4
秀
雄
江
口

1
2月
2
6日

ー
死
亡
ー

氏
名 ぁ

々
よ
｀

9
 （

｀
む
く
れ
升



昭和60年 1 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第280号 (10) 

12月の

g 
ｷ,.-

救急車出動回数
●交通事故 1 件
●急病 6 件
●その他 3 件
●計 10件

：嘉 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

1 月 20 日 白 喜 医院川悶鼻科医院 森下医院合(73)7776 津久井医院 竹越医院
てな云(7 I 6 0 0 合 3 3 I 4 大島診療所fi'(77) 1503 云（ 72) 3 3 I 6 合(84) 3 I 3 7 

曜 かi
1 月 27 日

落 喜 医院原医院 安楽岡医院合(72)0572 岡田医院 館林地区が
合(7 3 I 6 0 合 (72) I 9 3 6 清河堂医院合(72)3070 云(72) 3 I 6 3 担当します ］iあi 当

2 月 3 日 根 喜 医院川田医院 大石医院ff(74)2362 ; 百 医 6院I 井上医院
ff(3262 云(72) 3 7 2 4 堀越医院合(73)4151 (7 8 7 合(82)1131

番
古谷（恒）医院後~2 { 康）医院2 月 10 日 後藤康生医院云(72)3975 最上医院 小西医院

いの
合(63) 6 I 6 I ff 3 9 7 5 合(74) 3 7 6 3 云(86) 2 2 6 I ゜で

医
増田医院ff(72) 1387 館 :{ 医院 喜2 月 17 日 佐々木医院小 7, 医院 石山医院

合(62) 2 6 2 3 ff (0  6 0 6 阿久津医院合(72)3315 云(7 2 I I 2 合(82) 0 I O 3 でで

花
か
大
好
き
と
い
う
福
島
和
美
さ
ん
（
江
口

ヽ
，

i 
、、ノ 7 うメ‘ノ作りE

語る 30行
（文・題字とも福島さんです）

圏
田
中
林
蔵
さ
ん
（
矢
島
）
は
、
ニ

万
円
を
社
会
福
祉
に
使
っ
て
下
さ

い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀

行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏
丸
新
フ
ェ
ル
ト
紡
織
闊
館
林
工
場

（
工
場
長1
1
浦
山
清
さ
ん
）
は
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
（
六
万
円
相
当
）
を

中
央
公
民
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
家
は
シ
ク
ラ
メ
ン
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
私
も
、
こ
の
春
、
普
通

高
校
を
卒
業
し
て
、
農
業
後
継
者
と

し
て
シ
ク
ラ
メ
ン
作
り
に
専
念
し
て

い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
専
門
的
な

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
の

圏
温
か
い
善
意
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

玄
戸
別
募
金
六
二
万
―
二
七

0
円

合
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会
長
1
1

泉

田
辰
雄
）
よ
り
一
万
八
0
0
0
円

玄
明
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
会
長1
1

福
田
峯
次
）

三
万
七
一
八
三
円

玄
矢
烏
・
入
ヶ
谷
萬
寿
会
婦
人
部

（
代
表1
1

石
崎
シ
ズ
）二

0
0
0
円

で
父
母
に
教
わ
り
な
が
ら
か
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
植

物
で
す
。
と
っ
て
も
小
さ
な
種
を
ま

き
、
土
壌
消
毒
し
て
何
度
か
植
え
替

え
を
し
ま
す
。
そ
の
間
、
腐
敗
病
等

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

＊
立
正
佼
成
会
館
林
支
部
二
万
円

＊
明
和
中
学
校
三
七
四
六
円

＊
役
場
窓
口
六
七
六
円

＊
本
沢
萬
吉
（
南
大
島
）
三
二
三
九
円

＊
石
崎
シ
ズ
（
矢
島
）
二
六0
0
円

＊
川
西
道
漠
（
田
島
）
九
九
九
二
円

＊
渡
辺
美
佐
子
（
矢
島
）
四
九
二
五
円

(
5
9年1
2月
2
6日
現
在
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

定
年
延
長
奨
励
金
、
高
年
令
者
雇

用
確
保
助
成
金
の
申
請
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

該
当
す
る
事
業
主
の
方
は
、
早
め

に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

＊
申
請
期
限
1
1

昭
和
6
0年
1

月

3
1日

＊
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先1
1
館
林

公
共
職
業
安
定
所
(
6⑫
4
3
6
5
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

の
予
防
の
た
め
消
毒
も
し
、
そ
れ

で
も
カ
ビ
等
が
発
生
し
た
も
の
は
、

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
一
っ
―
っ
と
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肥

料
も
あ
げ
、
温
度
や
湿
度
に
も
気

を
く
ば
り
、
水
く
れ
も
一
鉢
一
鉢

の
状
態
を
う
か
が
い
な
か
ら
量
を

調
節
す
る
の
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
種
を
ま
い
て
か

ら
約
一
五
ヵ
月
で
開
花
し
ま
す
。

そ
ん
な
シ
ク
ラ
メ
ン
が
、
色
と
り

ど
り
の
花
を
つ
け
た
時
、
私
は
‘

と
っ
て
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
シ

ク
ラ
メ
ン
を
栽
培
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎
パ
ー
ト
ー

テ
レ
ビ
朝
日
で
毎
週
水
曜
日
夜
の

1
0時
か
ら
「
特
捜
最
前
線
」
と
い
う

刑
事
も
の
の
番
組
を
放
送
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
そ
の
番
組
を
い
，
つ
も
感

激
し
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。
大
粒
の

涙
を
こ
ぼ
す
時
も
め
ず
ら
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
く
だ
ら
な
い
番
組
が
多
い

今
日
、
こ
の
番
組
だ
け
は
、
私
に
と

っ
て
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と

感
銘
す
る
と
思
い
ま
す
。

（
中
部
地
区
の
主
婦
）

◎
パ
ー
ト
I
I

「
ベ
ビ
ー
用
品
、
乳
幼
児
の
洋
服

く
つ
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
成
長
し
て
不

必
要
と
な
っ
た
物
を
交
換
で
き
る
と

経
済
的
な
の
で
I
i
不
用
品
交
換
コ
ー

ナ
ー
、
み
た
い
な
も
の
を
載
せ
た
ら

い
か
か
で
し
ょ
う
か
」
と
の
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
係
で
は
、
さ
っ
そ
く
親
し
ま

れ
る
”
コ
ー
ナ
ー
I
i
と
す
べ
く
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
の
で
、
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
匿
名
希
望
者
）

広
報
係
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
話
題

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

祠
が
と
う

歳末助合い運動

温
か
い
浄
財

7
2万
円
募
る

今
月
の
納
め

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

玄
人
権
、
行
政
、
心
配
ご
と
相
談

今
月
は
都
合
に
よ
り
、
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
月
か

ら
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

玄
交
通
事
故
相
談

0

日
時

1

月

1
7日
午
前

1
0

時
i
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

2

月
7

日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

0

日
時

1

月

2
2日
1
1
受
付
午

前
9

時
3
0ー
1
0時
3
0ま
で
。
2

月
5
日
1
1

受
付
認
時
ー1
4時
ま
で

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

玄
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

〇
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
ー
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、

農
業
共
済
（
麦
）
で
す
。

集
合
納
入
日

2
8日
東
部
児
童
館

2
9日
役
場
（
税
務
課
）

3
0日
明
和
農
協
（
第
一
）
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子
供
か
ら
大
人
ま
て

男
子
も
女
子
も

女
性
も
男
性
も

寒
風
を
つ
い
て

五
―
一
人
が

体
力
に
桃
戦
し
た

ほ
っ
゜
へ
を
真
赤
に
し
て

歯
を
く
い
し
は
っ
て

一
生
懸
命
走
る
沿
道
か
ら

が
ん
ば
れ
／
が
ん
ば
っ
て
／
の

声
援
が
と
ぶ

I
I
よ
：
し

I
I

も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
だ

テ
ー
プ
を
切
る
の
は

ば
く
だ
ぞ

み
ど
こ
ろ

蹂
時
村
議
会
。
税
申
告
相
談
日
程

決
ま
る
・
矢
島
遺
跡
発
堀
調
査

（
千
葉
大
グ
ル
ー
プ
）
＇
9
9
9
,
'
翼
p

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果
・
子
供

上
毛
か
る
た
大
会
結
果
＇
’
’
’
’
'
:
'
臼
P

7
 

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
＇
’
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
’
,
'
.

p
6
 

お
知
ら
せ
•
寄
付
あ
り
が
と
う
：
，1
0p
8
 

第 6 回

村内マラソン大会）
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を探る
100点以上が出土

［縄文晩期

*
*
 

今
回
の
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に

も
と
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
な
ら
っ
て
一
般
職
員
の
給
与
等
を

平
均
三
・
三
七
行
ア
ッ
プ
す
る
も
の

で
す
。
改
定
後
の
初
任
給
は
高
校
卒

者
が
九
万
三
六
0
0
円
、
短
大
卒
者

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

千葉大

麻生優教授

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

第
1

回
村
議
会
臨
時
会
は
、
一
月
二
十
一
日
、
会
期
一
日
て
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
て
①
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
②
一
般
会
計
補
正
予
算
③
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
④
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
⑤
農
業
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
ど
お
リ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

が
九
万
九
九
0
0
円
、
大
学
卒
者
が

1
0
万
七
五
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

(
5
9年4
月
1

日
そ
及
適
用
）

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
三
三
万
六
千
円
を
追
加
し

て
予
算
総
額
を
二
0
億
六
0
四
九
万

七
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

昨
年
の
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
の
八
日
間
、
矢
島
地
内

で
遺
跡
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

こ
。t
 発

掘
を
行
っ
た
の
は
、
麻
生
優
千

葉
大
学
教
授
グ
ル
ー
プ
（
千
葉
大
学

第
1

回
臨
時
村
議
会
開
か
れ
る

給
与
改
定
案
件
な
ど
可
決
|
_

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
六
万
二
千
円
を
追
加
し
て

予
算
総
額
を
三
億
六
九
五
六
万
二
千

円
に
し
た
も
の
で
す
。
歳
入
は
全
額

前
年
度
の
繰
越
金
で
、
歳
出
は
職
員

の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
で
す
。

収
益
的
支
出
の
補
正
で
職
員
の
給

与
改
定
に
伴
う
人
件
費
四
一
万
六
千

考
古
学
研
究
室
発
掘
者
談
話
会
）
で
、

一
行
は
遺
跡
に
関
心
を
持
ち
、
全
国

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
発
掘
活
動
を
続

け
、
い
く
つ
も
の
貴
重
な
遺
跡
な
ど

を
発
見
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

調
査
場
所
は
、
矢
島
地
内
の
谷
田

川
と
広
域
農
道
に
挟
ま
れ
た
、
清
水

増
雄
さ
ん
（
矢
島
）
所
有
の
ほ
場
で

発
掘
作
業
に
は
、
同
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
五
十
人
近
く
が
交
替
で
一
日
、

約
二
十
人
が
当
た
り
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

\ 

財
源
は
、
す
べ
て
地
方
交
付
税
四

三
三
万
六
千
円
で
す
。
歳
出
は
、
給

与
改
定
に
関
連
す
る
人
件
費
な
ど
で

教
育
費
、
民
生
費
な
ど
合
わ
せ
て
八

二
九
万
四
千
円
で
す
が
、
議
会
費
‘

総
務
費
な
ど
で
三
九
五
万
八
千
円
の

歳
出
減
額
が
あ
り
歳
出
合
計
は
、
し

め
て
四
三
三
万
六
千
円
と
な
り
ま
丈

村
議
会
議
員
ら

ア
フ
リ
カ
ヘ
毛
布
を
送
る

本
村
議
会
議
員
（
全
員
）
、
村
三

役
、
教
育
長
、
村
内
有
志
（
四
名
）

ら
二
十
名
は
、
い
ま
、
飢
餓
と
厳
寒

に
苦
し
ん
で
い
る
ア
フ
リ
カ
ヘ
「
ア

フ
リ
カ
ヘ
毛
布
を
送
る
会
」
を
通
じ

て
二
十
枚
を
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
旨
の
支
援
等
に
つ
い

て
は
八
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
を
六
四

八
六
万
一
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

財
源
に
は
、
黒
字
予
算
が
編
成
さ

れ
て
い
る
分
が
充
当
さ
れ
ま
す
。

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
も
の
で

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

二
三
万
四
千
円
追
加
し
て
、
二
三
九

五
万
四
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。
財

源
に
は
県
補
助
金
か
充
て
ら
れ
ま
主

農
業
共
済
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

◎申告相談日割表

相談日 午前午後 種別 該 当 区 場所

2 月 午前 所得税申告 斗合田、下江黒、上江黒、千津井、江口 中
18 日
----------- ---------

ーー田島、南大島、 中谷 央午後 II 

公
2 月 午前 所得税申告 新里、梅原、川俣、入ヶ谷 民--------- ---------------------------------------

19 日 午後 II 須賀、大輪、大佐貰、矢島 館

2 月 午前 住民税申告 斗合田、上江黒 東---------- -------------------------------------------- -
28 日 午後 II 千津井 部

午前 住民税申告
児

3 月 江口 童--------
1 日 午後 II 下江黒、田島 館

3 月 午前 住民税申告 川俣、須賀

i 第4 日
------- -----------

大輪午後 II 

3 月 午前 住民税申告 矢島

5 日
---

入ヶ谷、大佐貫午後 II 

3 月 午前 住民税申告 南大島（七軒、八軒以外） 中
6 日

------- -ｷ-------
ー南大島（七軒、八軒）、中谷 央午後 II 

公
3 月 午前 住民税申告 梅原 民-------------------- -------------------------------

7 日 午後 II 新里 館

＊相談時間はいずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

所得税

住民税

申告相談日程など

L決まる］
2月18日斗合田を皮切りに3月7巳まで一一

* * * * 

所得税、住民税の申告手続き

の準備は、もうお済みでしょう

か。今年も所得税と住民税の申

告時期がまいりました。次の日

程で申告相談が開かれますので、

ご相談ください。

* * * * 
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発掘作業をする千葉大グループ

品
は
縄
文
晩
期
の
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

ま
と
め
と
し
て
麻
生
教
授
は
、

「
耳
飾
り
な
ど
の
装
飾
品
に
‘
朱
を

入
れ
た
模
様
が
刻
ま
れ
、
手
の
込

ん
だ
細
工
物
か
多
く
‘
し
か
も
‘
◎
申
告
書
は
各
自
記
入
し
て
ご
持
参

比
較
的
大
き
い
物
か
あ
る
こ
と
か
く
だ
さ
い
。

ら
、
こ
の
矢
島
遺
跡
は
、
当
時
と
◎
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
ト

し
て
は
、
か
な
り
恵
ま
れ
た
、
大
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
に

集
団
で
社
会
生
活
か
営
ま
れ
て
い
明
確
に
答
え
ら
れ
る
方
か
ご
相
談
く

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
学
術
的
に
だ
さ
い
。
な
お
、
住
所
、
氏
名
‘
扶

も
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
で
は
ー
養
親
族
の
記
載
は
必
ず
自
書
が
必
要

ー
。
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
同
グ
ル
◎
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

ー
プ
が
持
ち
帰
り
細
か
い
分
析
調
合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
玄
払
込
保
険
料
が
、
九
千
円
を
超
え
る

ま
す
。
結
果
は
一
年
ぐ
ら
い
か
か
玄
場
合
は
証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

る
と
の
こ
と
で
す
。
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
農
業

千
葉
大
学
考
古
学

研
究
室
発
掘
者
談

話
会
が
発
掘
調
査

HOJルーツ
「矢島遺跡」、

め
、
石
棒
、
石
刀
、
矢
じ
り
‘

石
皿
等
の
生
活
用
具
品
約
百
点

以
上
と
直
経
三
十
五
占
ほ
ど
の
柱

跡
な
ど
住
居
跡
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

中
で
も
、
塩
を
採
る
製
塩
土

器
は
海
に
は
ど
遠
い
本
地
と
海

辺
の
人
々
か
、
こ
の
時
代
に
交

流
し
て
い
た
こ
と
か
裏
付
け
ら

れ
る
貴
重
な
も
の
と
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
出
土

耳飾りなど

／
指
導
に
あ
た
っ
た
麻
生
教
授
は
、

こ
の
矢
島
遺
跡
に
注
目
し
た
理
由
と

し
て
、
当
地
か
関
東
平
野
の
中
央
に

あ
っ
て
安
行
式
土
器
文
化
圏
の
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
。
昭
和
三
十
三
年
に

土
地
改
良
区
画
整
理
事
業
の
際
に
遺

跡
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

纏
文
晩
期
の
、
か
の
大
土
木
事
業
（
ウ

ッ
ト
サ
ー
ク
ル
、
配
石
墓
等
）
が
並

み
の
採
集
経
済
活
動
で
な
く
、
当
時

と
し
て
は
高
度
な
経
済
力
と
生
産
力

を
基
盤
と
し
た
社
会
生
活
か
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
等
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
よ
り
や

や
大
き
め
の
土
製
の
耳
飾
り
を
は
じ

矢
島
遺
跡
関
東
平
野
の
中
央

安
行
式
土
器
文
化
圏
の
中
心

留

意

点

右
表
の
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

役
場
税
務
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

な
お
、
農
家
の
方
に
お
知
ら
せ
す

る
農
業
所
得
金
額
は
、
農
機
具
（
農

業
用
自
動
車
、
耕
う
ん
機
な
ど
）
の

償
却
費
、
租
税
公
課
、
土
地
改
良
費

な
ど
の
経
費
を
別
に
差
し
引
い
て
計

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

者
年
金
の
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
等

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
か
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

及
び
、
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先

か
ら
、
本
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方

は
住
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※
そ
の
他
詳
細
は
役
場
税
務
課
及
び

館
林
税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

水 稲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 9 0,2 0 0 円
裏 作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 5 2 ,9 0 0 円

普通畑( 1 等）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 3 3,8 0 0 円
II (2 等）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 80,900 円

陸 田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・··········· 90,200 円

ナ ス（露地）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 243,300 円

【施設園芸・果樹】

キュウリ（加温）収入金 X67%-59万円

II （無加温）収入金 X67%-15 万 3 千円

ニラ 収入金 X77%-16万円

ナス 収入金 x 7 7%-30万円
トマト（加温）収入金 X75%-59万円

II （無加温）収入金 x 7 5%-3 0 万円

イチゴ（無加温）収入金 x76%-22万 8 千円

その他の野菜収入金X78%-18万 5 千円

梨 （青系）収入金 x 74%-1 0 万 3 千円

II （赤系）収入金 x74%-7万 2 千円

ぶどう（巨峰） 収入金 x 7 0%-4 万 8 千円

【養豚＝ 1 頭当たり】

一貫飼育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 1 ,200 円
肉用豚................................ 2,200 円

繁殖豚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1 5,9 0 0 円

【養鶏＝採卵用 10羽当たり】
1 千羽未満・・・・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・

5 千羽未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【肥育牛＝ 1 頭当たり】

和 牛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 4 1, 200 円
字し 1二．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 102,600 円

円
円
0

0

 

0

0

 

6

2

 

9

9

 

1

3

 

農
業
所
得
標
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額

決
ま
る
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人
が
健
脚
を
競
＿
つ

新
春
恒
例
の
「
第
六
回
村
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
が
、
一
月
二
十
日
、
中
央

公
民
館
周
辺
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
の
五

―
一
人
が
、
部
門
毎
に
一
ー
五
k
m
の

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
厳
寒
も

和
ら
ぎ
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
。
村

あ
げ
て
の
こ
の
大
会
に
村
長
を
は
じ

め
三
役
、
教
育
長
か
開
会
式
に
出
席

し
参
加
者
を
激
励
。
さ
っ
そ
く
小
学

生
低
学
年
を
皮
切
り
に
次
々
に
ス
タ

ー
ト
。
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
は
沿

道
の
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
熱
い
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
完
走
し
終
っ
て

流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
う
皆
さ
ん
の
顔
は

と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

五

上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
、
次
の

と
お
り
で
し
た
。

圏
小
学
生
低
学
年
（
女
子
の
部
）

玄
一
・
ニ
年
―
.
o
k
m

一
位
加
藤
千
晶
（
東
小
二
年
）

〈
時
間
4
分
1
1
秒
6
〉

二
位
鈴
木
裕
美
子
（
西
小
二
年
）

三
位
原
裕
美
（
東
小
二
年
）

0

同
（
男
子
の
部
）
―
．
o
k
m

一
位
吉
永
寿
（
西
小
二
年
）

〈
時
間
3
分
5
5
秒
3
9
〉

二
位
奈
良
原
慎
（
東
小
二
年
）

三
位
清
水
昌
弘
（
西
小
二
年
）

圏
小
学
生
中
学
年
（
女
子
の
部
）

食
三
•
四
年
一
・
ニ
k
m

一
位
星
野
真
澄
（
西
小
四
年
）

〈
時
間
4
分
5
1
秒
1
9
〉

ちた
、
手選の抗寸＋メッ

一
ポス子男年土るす夕ス

第
六
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

各
部
門
優
勝
者
前
列
右
か
ら
岩
栢
さ
ん
‘

長
谷
川
さ
ん
‘
星
野
さ
ん
‘
加
藤
さ
ん
‘
吉

永
さ
ん
、
後
列
右
か
ら
石
田
さ
ん
‘
奈
良
原

さ
ん
‘
高
瀬
（
賢
）
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
高
頼

磨
さ
ん
。

三
位
石
崎
裕
子
（
西
小
四
年
）

三
位
島
田
徳
子
（
西
小
三
年
）

0

同
（
男
子
の
部
）
一
・
ニ
k
m

一
位
長
谷
川
夏
樹
（
西
小
四
年
）

〈
時
間
4
分
3
0
秒
7
6
〉

二
位
今
成
一
美
（
東
小
四
年
）

三
位
笠
井
健
雄
（
東
小
四
年
）

董
小
学
生
吉
向
学
年
（
女
子
の
部
）

＊
五
・
六
年
一
・
五
k
m

一
位
岩
瀬
理
絵
（
西
小
五
年
）

〈
時
間
6
分
4
秒
1

〉

二
位
長
谷
川
め
ぐ
み
（
西
小
六
年
）

三
位
小
菅
智
子
（
西
小
六
年
）

0

同
（
男
子
の
部
）
一
・
五
k
m

一
位
高
瀬
磨
（
西
小
六
年
）

〈
時
間
5
分
1
1
秒
3
3〉

二
位
後
藤
克
己
（
東
小
五
年
）

三
位
藤
野
佳
之
（
西
小
六
年
）

〇
中
学
生
（
女
子
の
部
）
三
．
o
k
m

一
位
吉
田
悦
子
（
二
年
）

〈
時
間
1
1
分
4
1
秒67
)

佐
々
木
夕
香
里
（
一
年
）

二
位

三
位
高
瀬
由
紀
子
（
一
年
）

0

同
（
男
子
の
部
）
三
・
五
k
m

一
位
高
瀬
賢
志
（
二
年
）

〈
時
間
1
8
分
認
秒
3
7
)

二
位
関
根
寿
治
（
一
年
）

三
位
笠
井
康
史
（
三
年
）

衝
壮
年
男
子
の
部
三
．
o
k
m

一
位
石
田
清
美
（
中
谷
）

〈
時
間
1
1
分0
秒
0
〉

二
位
福
島
照
美
（
南
大
島
）

三
位
高
根
沢
兼
二
（
中
谷
）

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦

（
個
人
戦
）
三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
時
間
9
分
7

秒
4
〉

二
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

三
位
穀
沢
忠
（
南
大
島
）

圏
同
（
団
体
戦
）
三
．
o
k
m

一
位
1
1
千
津
井
チ
ー
ム
ニ
位
1
1
新

里
チ
ー
ム
三
位
1
1
東
武
職
員
会

（
敬
称
略
）

►

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
で

優
勝
し
た
千
津
井
チ
ー
ム

9

9

,

`

ｷ

)

 

¥

i

 

C
、 3
 

界 事（％故率) 
交通事故種別 悪質違反行為

且 <行政区名 人口
死事亡故 重事傷故 軽事傷故 物事故損 酒酒気酔滞いび逃ひげき 速(2度5km違以反上逃あてげ 免無許

斗合田 397 30 7.56 1 1 1 

下江黒 331 160 48.34 2 1 1 8 42 

上江黒 527 270 51. 23 1 1 3 12 54 

千津井 622 490 78.78 1 2 3 2 14 86 

江口 631 260 41. 20 1 2 5 1 6 28 

田島 580 390 67 24 2 1 3 2 13 73 

南大島 1251 560 44.76 1 2 10 5 7 34 

新里 981 270 27 52 1 2 1 2 2 14 

中谷 721 350 48.54 5 3 2 10 44 

梅原 850 350 41 18 1 6 1 2 5 26 

川俣 398 530 133 2 1 1 2 2 5 16 96 

須賀 498 160 32.13 2 5 4 18 

大輪 897 720 80.27 4 4 3 3 2 15 88 

入ヶ谷 124 60 48.39 2 9 43 

矢島 683 190 27.82 2 2 1 3 15 

大佐貫 590 300 50 85 1 4 2 1 1 11 53 

計 10081 5090 50.49 6 21 49 14 32 7 

明
和
村
・
板
倉

町
・
館
林
市
・
警

察
署
・
交
通
安
全

協
会
の
主
催
に
よ

り
行
わ
れ
た
第
五

回
交
通
無
事
故
・

無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
の
最
終
結
果
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
事
故
を

起
こ
し
た
当
事
者
、

違
反
者
の
点
数
を

一
年
間
(
5
9
年
1

月

1
1
2月
ま
で
）

合
計
し
て
、
三
市

町
村
の
総
地
区
別

(
9
6地区
）
に
競

無事故、無違反コンクール最終結果まとまる

斗合田地区三市町村総合で第 1 位

う
も
の
で
、
悲
し
い
事
故
・
違
反
を

撲
滅
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
回
は
、
本
村
の
斗
合
田
地

区
が
三
市
町
村
総
合
で
第
一
位
と
な

り
ま
し
た
。
前
回
も
入
ヶ
谷
地
区
が

総
合
一
位
に
な
る
な
ど
本
村
は
、
好

成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

行
政
単
位
で
も
本
村
が
、
事
故
率

5
0
.
4
9
行
と
第
一
位
、
以
下
板
倉
町

1
1
5
0
.
5
9
只
館
林
市
1
1
5
6
.
1
0

訂

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
の
好
成
績
は
、
区
長
さ
ん

を
中
心
に
地
域
ぐ
る
み
の
推
進
が
実

を
結
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
次
の
コ

ン
ク
ー
ル
も
既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
の
で
事
故
‘
違
反
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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矢島地区

3部門で優勝
（団体）

村
内
子
供
上
毛
カ
ル
タ
大
会
は
、

一
月
十
三
日
、
社
会
体
育
館
で
十
六

地
区
の
代
表
二
四
0
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
、
中
学
生
男
女
そ
れ
ぞ
れ

個
人
戦
、
団
体
戦
が
行
わ
れ
会
場
に

は
、
父
兄
や
子
供
た
ち
の
応
援
も
加

わ
り
熱
気
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
張
り

の
あ
る
元
気
な
声
か
館
内
い
っ
ぱ
い

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

優
勝
落
合
勝
敏
（
川
俣
）

準
優
勝
大
沢
秀
一
（
中
谷
）

三
位
都
築
正
則
（
田
島
）

食
同
1
1

女
子
個
人
戦

優
勝
大
牧
陽
子
（
大
輪
上
）

準
優
勝
吉
永
直
美
（
梅
原
）

大牧親子さん

（大輪上）

柴崎みゆ紀さん

落合勝敏〈ん

(J I I 俣）

櫛部圭造〈ん

（梅 原） （新 里）

▲熱気あふれんばかりのカルタ会々場

三
位
川
上
文
子
（
田
島
）

＊
同
1
1

男
子
団
体
戦

優
勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
田
島
チ
ー
ム

三
位
須
賀
チ
ー
ム

＊
同
1
1

女
子
団
体
戦

優
勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
斗
合
田
チ
ー
ム

三
位
南
大
局
チ
ー
ム

董
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

優
勝
櫛
部
圭
造
（
新
里
）

準
優
勝
野
本
剛
大
（
須
賀
）

三
位
飯
塚
勉
（
千
津
井
）

＊
同
1
1

女
子
個
人
戦

優
勝
柴
崎
み
ゆ
紀
（
梅
原
）

準
優
勝
江
森
陽
子
（
新
里
）

三
位
奈
良
広
路
美
（
千
津
井
）

＊
同
1
1

男
子
団
体
戦

優
勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
新
里
チ
ー
ム

三
位
上
江
黒
チ
ー
ム

玄
同
1
1

女
子
団
体
戦

優
勝
新
里
チ
ー
ム

準
優
勝
矢
島
チ
ー
ム

三
位
梅
原
チ
ー
ム

中
学
生
男
子
団
体

県
大
会
出
場
権
獲
得

ま
た
、
こ
の
大
会
の
各
部
門
の
優

勝
者
は
、
一
月
二
十
七
日
実
施
さ
れ

た
郡
大
会
（
邑
楽
町
）
に
出
場
さ
れ
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

玄
小
学
生
の
部
男
子
団
体
二
位

合
同
女
子
団
体
三
位
玄
同
男
子
個

人
六
位
玄
同
女
子
個
人
三
位
玄

中
学
生
の
部
男
子
団
体
一
位
（
矢
島

チ
ー
ム
1
1
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

玄
同
女
子
団
体
五
位
食
同
男
子
個

人
一
位
（
櫛
部
圭
造
）
＊
同
女
子

個
人
五
位

（
敬
称
略
）

日
本
国
憲
法
二

五
条
で
は
「
す
べ

て
の
国
民
は
、
健

康
で
文
化
的
は
最

低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
規
定
し
て

い
ま
す
。
し
か
し

同
和
地
区
の
場
合
、

同
和
地
区
で
生
ま

れ
育
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
け
で
「
同

和
地
区
出
身
の
人
」

地
区
表
彰
（
銅
章
）
1
1
2
月
2
8
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
し
、
五
年
以
上
運
転
に
従
事

し
交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と

＊
小
特
•
原
付
の
運
転
免
許
を
有

し
十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
交
通

事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と

県
表
彰
（
銀
章
）
1
1
2
月
2
8
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
し
、
十
年
以
上
運
転
に
従
事

し
交
通
事
故
·
違
反
の
な
い
こ
と

＊
地
区
表
彰
受
賞
済
の
こ
と

県
表
彰
（
金
章
）
1
1
2
月
2
8
日
締
切
り

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
し
十
五
年
以
上
運
転
に
従
事

同
和
問
題

…
…
な
ぜ
特
別
な
対
策
を

と
い
わ
れ
、
今
日
で
も
差
別
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
差
別
を
さ
れ
る
背
景

に
は
、
同
和
地
区
の
社
会
的
、
経
済

的
、
文
化
的
な
低
位
性
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
同
和
地

区
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
低
位
性
は
、

き
の
う
‘
き
ょ
う
の
問
題
で
は
な
く
‘

徳
川
三
百
年
、
明
治
以
来
で
も
、
百

年
の
差
別
と
迫
害
の
つ
み
重
ね
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
同
和
地
区
に
は
「
健
康
で

文
化
的
な
生
活
」
を
営
む
権
利
が
、

し
交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
こ
と

＊
警
察
署
長
又
は
、
地
区
交
通
安
全

協
会
長
の
推
せ
ん
を
受
け
て
申
請
す

る
こ
と

＊
県
表
彰
（
銀
章
）
を
受
賞
済
で
あ

る
こ
と

圏
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と

圏
い
ず
れ
も
過
去
に
同
等
種
の
表
彰

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

圏
申
請
先
1
1
館
林
交
通
安
全
協
会

※
そ
の
他
、
詳
細
は
館
林
交
通
安
全

協
会

(
6⑰
5
0
3
0
)
又
は
各
地

区
の
支
部
長
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

必
ず
し
も
十
分
に
は
保
障
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
も
い
え
る
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、
各
種
の
同
和
対

策
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
結
果
、

最
近
で
は
同
和
地
区
の
環
境
等
も
改

善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
し
‘
場
所
に

よ
っ
て
は
、
周
辺
の
地
域
に
比
べ
て

も
見
劣
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
経
済
基
盤
を
は
じ
め

社
会
的
な
生
活
条
件
な
ど
を
よ
り
深

く
考
え
て
み
る
と
、
同
和
地
区
は
、

ま
だ
ま
だ
改
善
を
要
す
る
、
多
く
の

問
題
点
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
表
彰

希
望
者
は
早
め
に
申
請
を
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公
民
館
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
開

講
さ
れ
て
い
る
書
道
教
室
の
生
徒
さ

ん
た
ち
二
十
五
人
は
、
い
ま
ま
で
の

勉
強
の
成
果
を
と
、
一
月
二
十

七
日
、
中
央
公
民
館
で
書
初
め
を
行

い
ま
し
た
。

息
を
こ
ろ
し
て
、
筆
を
振
る
真
剣

な
動
作
は
、
い
つ
見
て
も
気
持
ち
の

い
い
も
の
で
す
。

講
師
の
鈴
木
好
男
先
生
（
新
里
）

か
ら
、
筆
の
入
れ
方
、
ぬ
き
方
な
ど

の
手
は
ど
き
を
受
け
な
か
ら
、
思
い

思
い
の
新
年
の
抱
負
を
、
半
紙
い
っ

ば
い
に
書
き
上
げ
‘
皆
さ
ん
、
満
足

そ
う
で
し
た
。

勉
強
の
成
果
を

新
年
の
書
初
め

見しび
とらでとか

ぼく、まわせるぞ : : ［しえ、：
中幼でコマ回し大会か：夏ば旱

そ゜近羽供
の で根た
コ はっち
マ ‘きの
回 ほやお
し とコ正
の んマ月
良 ど回遊

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

中
央
幼
稚
園
で
、
”
コ
マ
回
し
大
会
I
i

を
開
き
ま
し
た
。
一
月
十
八
日
、
園

の
一
教
室
全
部
を
使
っ
て
行
わ
れ
、

ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
コ
マ
を
投
げ
る

園
児
た
ち
。
最
初
は
仲
々
う
ま
く
回

せ
ず
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
回

か
や
る
う
ち
に
回
る
よ
う
に
な
る
と

う
れ
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
、
じ
っ
と

コ
マ
を
見
入
り
楽
し
そ
う
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

独
居
老
人
に

飾
り
物
贈
る

本
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
手
細
工

に
よ
る
実
務
研
修
会
を
中
央
公
民
館

で
開
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
特
別
に
指
導
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
会
員
か
当
た
り
、
約

二
時
間
ほ
ど
す
る
と
‘
五
円
玉
を
糸

で
巻
い
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
、
ま
ゆ
玉

に
よ
る
飾
り
も
の
約
一
五
0
点
か
完

成
。
こ
れ
等
の
完
成
品
は
、
村
内
の

独
居
老
人
や
ね
た
き
り
老
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
予
定
で
す
。

南
大
島
（
稲
荷
山
）
で
、
一
月
十
五

日
I
f
ど
ん
ど
焼11が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
菅
健
次
さ
ん
閲
ら
地
区

の
青
年
た
ち
二
十
人
が
、
昔
の
伝
統

行
事
を
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し

よ
う
と
復
活
さ
せ
た
も
の
で
す
。

午
後
六
時
の
鐘
の
合
図
と
同
時
に

点
火
さ
れ
、
真
赤
な
炎
が
夜
空
を
焦

か
す
と
見
物
人
か
ら
歓
声
と
拍
手
か

ま
き
起
こ
り
ム
ー
ド
は
最
高
潮
。
更

に
‘
甘
酒
な
ど
か
配
ら
れ
一
層
ム
ー

ド
に
花
か
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

が し真老る明 ー 14 る金 し度
加ちた剣後とか主二年ものこたの一
入な゜なの皆行に―iの委れ゜説月
しみ 表問さわ経名昭で託は 明二
てに 情題んれ営の和‘事‘ 及＋
い‘ でと‘‘移加 4 今業県 び九
ま本 相あ自後譲入年回と農 相日
す村 談つ分に年者まのし業 談‘
゜で をてた個金でで対て会 会農
は 受感ち別にすに象実議 か業
ロ しナ心の相つ゜生者施か 開者

ても身談い まはし年 か年
〇 い高近にて れ大て金 れ金
名 まくな移説 た正い基 ま制

·曰■•■I

老
後
は
農
業
者
年
金
で
と

説
明
・
相
談
会
開
く

( 
し．．．．． 9“~ I 

さかうえかあり
（中谷）

ふじんけいか

んになリたい。

ようふくか、か

っこいいから。

だなみけんじ
（中谷）

ノぐイロットに

なりたい。そら

をとべるから。

．乙ユ▲
すみよしとしは
る （南大島）
やきゅうせん

しゅになリたい。

うつところかか
っこいいから。

ああやまさあき

（中谷）
モトクロスの

せんしゅになリ

たし‘。かっこし、

しヽから。

えもりまさき
（南大島）

トラックのう

んてんしゅにな

リたし‘。 しヽろし、

ろはこべるから。

「どんど焼」

地域のふれ合いづくり

で

ほくの夢

わたしの夢

（敬称略）

亨？
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一
斉
放
水
、
は
し
ご
乗
り
に
歓
声

館
林
消
防
組
合
出
初
め
式

お
正
月
の
風
物
詩
‘
館
林
地r

．
ー

3

,
`
,
.
9
k
·
,
`し

六
日
、
つ
つ
じ
か
岡
公
園
駐
車
場
（

館
林
市
）
で
行
わ
れ
、
関
係
地
区
消

防
団
員
な
ど
約
七
百
人
（
明
和
村
は

村
長
、
消
防
団
員
な
ど
七0
人
出
席
）

が
参
加
。

会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
見
物
人

が
つ
め
か
け
、
と
び
職
組
合
のI

I

は

し
ご
乗
り
I
i
や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓

笛
隊
な
ど
の
見
事
な
演
技
に
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
更
に
、
シ
ョ

ー
の
メ
ー
ン
で
も
あ
る
、
は
し
ご
車

な
ど
三
十
台
か
ら
一
斉
放
水
さ
れ
る

と
そ
の
豪
快
さ
に
見
物
人
か
ら
ひ
と

き
わ
高
い
歓
声
が
上
が
り
拍
手
か
っ

さ
い
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

区
消
防
組
合
の
出
初
め
式
が

明和剣友会で

年越し初げいこ

、

ヽ皿

しまだあつし
（南大島）

バスのっんて

んしゅになリた

い。のりものか

だいずき。

えもりよしえ
（梱原）

ピアノのせん

せいにな＇）たい。

ならっているか

ら。

ワープロ導入で

住民サービスを

一
月

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
0
A

機
器

の
花
形
で
あ
る
ワ
ー
。
フ
ロ
を
導
入
（

リ
ー
ス
）
。
そ
の
使
用
方
法
を
若
い

職
員
を
対
象
に
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
メ
ー
カ
ー
の
専
門
家
が
出
張
指

導
に
当
た
り
、
ワ
ー
。
フ
ロ
の
イ
ロ
ハ

を
勉
強
。

職
員
は
「
思
っ
た
よ
り
む
ず
か
し

く
な
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
こ

れ
で
時
代
に
即
し
た
住
民
サ

k
｀
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
す
ね
。

、
ジ
ま
た
残
業
が
少
な
く
な

言←
る
と
い
い
で
す
ね
」

、
と
本
音
も
チ
ラ
リ

一P
-
L
[
O

□
口
[

こ
れ
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
一
層
充
実
さ
れ
る
の
で
は

゜

西
保
で
強
歩
大
会

ぼ
く
ガ
ン
バ
ッ
タ
ぞ

真
冬
の
寒
風
を
つ
い
て
、

一
月
十
七
日
、
西
保
育
園

で
強
歩
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
近
く
の
農
道
を
利

用
し
て
五
百
区
に
挑
戦
。

準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し

た
後
、
年
長
組
、
年
少
組

各
男
女
別
に
そ
れ
ぞ
れ
ス

゜

タ
ー
ト早

い
子
は
百
以
も
差
を

つ
け
て
ゴ
ー
ル
す
る
な
ど

健
脚
ぶ
り
を
発
揮
し
見
物

に
お
と
ず
れ
た
人
た
ち
を

感
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

全
員
が
完
走
し
‘
褒
美

に
絵
本
を
も
ら
っ
た
園
児

た
ち
、
大
事
に
か
か
え
て

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

明
和
剣
友
会
の
剣
士
た
ち
四
0
人

は
、
昨
年
の
大
み
そ
か
か
ら
元
旦
に

か
け
て
今
回
で
四
回
目
の
年
越
し
初

げ
い
こ
を
村
武
道
館
で
行
い
ま
し
た
。

は
く
息
も
白
く
‘
し
ん
し
ん
と
冷

え
る
折
‘
”
え
い
／
や
あ
I

I
i
と
気

合
い
を
こ
め
て
竹
刀
を
振
る
剣
士
た

ち
快
い
汗
を
た
っ
ぷ
り
か
い
て
、
さ

わ
や
か
そ
の
も
の
で
し
た
。

新
年
五
分
前
に
は
‘
け
い
こ
を
や

め
道
場
を
真
っ
暗
に
し
て
黙
と
う
で

精
神
統
一
。
”
ボ
ー
ン
“
の
時
報
と

も
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
気
分
も
新
た
に
「
（
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
互

い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
後
、
お

母
さ
ん
た
ち
か
や
は
り
年
越
し
て
作
一

っ
た
、
お
し
る
こ
を
皆
さ
ん
で
舌
つ

づ
み
を
打
ち
、
新
年
の
味
を
真
先
に
｀

か
み
し
め
ま
し
た
。

` `‘ • ごかはるき
（中谷）

おまわりさん

になリたしヽ。ど

ろぱうをつかま

えるから。

さとうれいこ

（南大島）
ほんやさんに

なりたい。はん

をよみたいから。

r 
L - --r:__ I 

さかうえようへ
い （中谷）
やきゅうのせ
んしゅになりた

し‘。かっこしヽし、

から。

さいとうくみこ

（南大島）
おはなやさん

になリたしヽ。き

れしヽだから。
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
を
迎
え
て

勤
労
者
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
に

つ
い
て
講
演
が
開
か
れ
ま
す
。

無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
学
習
を
。

＊
日
時

1
1
3

月
6

日
午
後

6

時

i

8
時

＊
場
所
1
1

館
林
市
文
化
会
館

＊
対
象
1
1

勤
労
者
な
ど
一
般

＊
募
集
人
員
1
1
5
0
人

＊
受
講
料
1
1

無
料

＊
講
師

1
1

三
輪
紀
文
先
生
1
1

富
士

通
閥
館
林
工
場
勤
労
課
長

＊
申
込
み
1
1
3

月
4

日
ま
で
に
本
村

役
場
経
済
課
に
申
込
み
下
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
経
済
課
商
工
係

又
は
太
田
商
工
労
働
事
務
所
(
6

閲
2
2
1
6
)
に
お
た
ず
ね
下
さ

、
。

し

ill疇皇ま座
すが

日｀｀
ヽ. // 

クンクン／

¥ 

国
民
年
金
保
険
料
は

.. 
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

＊
期
日

1
1
3

月
認
日
1
1
5日
ま
で

(
2泊
3

日
）

＊
対
象

1
1
5
9
年
度
卒
業
生
を
採
用

す
る
人
数
が
2
0
人
以
下
の
管
内
（

明
和
村
、
館
林
市
な
ど
の
近
隣
町

村
）
の
中
小
企
業
に
入
社
す
る
新
入

社
員

＊
参
加
費
1
1

一
人
六
千
円

食
会
場
1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の

家
（
太
田
市
）

＊
締
切
り
1
1
2

月

1
6
日
山

＊
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1

役
場
経

済
課
商
工
係
へ
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た

東
毛
地
区
新
入
社

. 
員
の
研
修
会
開
催. 

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
二
十
四
ヵ
国
は

一
九
六
八
年
以
来
の
干
ば
つ
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
農
作
物
の

生
産
が
皆
無
の
上
、
遊
牧
民
の
牛
、

羊
な
ど
が
大
量
に
死
に
、
川
や
井
戸. 

村
中
央
公
民
館
で

年
金
相
談
会
開
催. 

も
乾
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
子
ど
も
だ
け
で
も
五
百
万

人
以
上
が
死
亡
し
、
今
も
飢
え
と
、

飢
え
に
よ
る
病
で
生
死
の
境
を
さ
ま

よ
い
な
が
ら
、
援
助
の
手
を
待
ち
望

納
付
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

ま
す
と
、
万
一
の
と
き
‘
障
害
年
金

や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
自
身
の
た
め
に
、
保
険
料

は
必
ず
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
、

1
0

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
各

種
年
金
に
つ
い
て
、
疑
問
や
相
談
ご

と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
2

月
1
9
日
（
火
）
午
後

1
時
か
ら
3

時
ま
で
．

＊
会
場
1
1

村
中
央
公
民
館

＊
対
象
者
1
1

一
般
村
民

＊
内
容

1
1

各
種
年
金
（
国
民
年
金

・
厚
生
年
金
な
ど
）
の
受
給
手
続

や
制
度
全
般
に
つ
い
て

ア
フ
リ
カ
は
会

市
街
化
区
域
、
市
街
化

.. 
調
整
区
域
の
変
更
に

.. 
つ
い
て
の
縦
覧

館
林
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び

市
街
化
調
整
区
域
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
が
行

わ
れ
ま
す
。

＊
内
容

1
1

今
回
の
変
更
に
よ
る
区

域
の
変
更
は
、
明
和
村
に
は
該
当

あ
り
ま
せ
ん
が
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
が
変
更
に
な
り
ま
究

＊
縦
覧
期
間
1
1
2

月
9
日
ー

2

月
2
2

日
ま
で

＊
縦
覧
場
所
1
1

本
村
役
場
企
画
開
発
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等
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良
く
み
ま
し
だ
か

も
う
＿
度
確
認
を

ん
で
い
ま
す
。
飢
え
に
苦
し
む
人
は

一
億
五
千
万
人
に
も
及
び
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
を
救
済
す
る
た
め
に

国
際
青
年
の
年
推
進
協
議
会
で
は
、

「
国
際
青
年
の
年
(
I
Y
Y
)」
の
バ

＊
相
談
員1
1

桐
生
社
会
保
険
事
務
所

の
年
金
相
談
官

※
そ
の
他
、
詳
細
は
役
場
住
民
課
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ッ
チ
を
つ
く
り
、
普
及
販
売
し
て
売

上
金
を
飢
餓
救
済
に
と
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
中
で
す
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
下
さ

る
人
・
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
手
で
、
餓
死
寸

前
に
あ
る
人
々
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
下
さ
る
人

・
グ
ル
ー
プ
は
1
1

①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
年
齢
⑤
所
属
団
体
又
は

課
及
び
県
都
市
計
画
課

こ
の
案
に
、
ご
意
見
が
あ
れ
ば
‘

縦
覧
期
間
中
に
県
知
事
へ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

働
き
な
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
や
、

家
庭
の
主
婦
な
ど
に
最
も
適
し
て
い

ま
す
。
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

入
学
を
（
年
齢
に
関
係
な
く
入

県
立
桐
生
女
子
高
校

.. 
通
信
制
の
生
徒
募
集

あ
・
な
・
た
．
の
・
温
•
か
•
い
・
援
・
助
．
の
・
手
・
を

飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
ま
す

゜

勤
務
先
・
学
校
名
⑥
バ
ッ
チ
の
販
売

予
定
数
（
一
個
二
百
円
）
を
明
記
の

上
、
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

玄
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先1
1

〶
1
5
1
渋

谷
区
代
々
木
神
園
町
3

の
1
国
際

青
年
の
年
推
進
協
議
会
I
Y
Y

バ
ッ

チ
係

(
6
0
3の
4
6
0

の
4
1
6

0
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

学
で
き
ま
す
。
）

玄
入
学
手
続
1
1
①
入
学
願
書
②
誓

約
書
③
住
民
票
④
調
査
書

1
1

出
身
中
学
か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の

⑤
入
学
納
入
金
1
1

若
干
（
入
学
料
、

生
徒
会
費
等
）

玄
願
書
受
付
1
1
3

月

1
1日i

4

月
6

日
ま
で
（
原
則
）

玄
入
学
許
可
1
1
書
類
選
考

※
そ
の
他
、
詳
細
は
県
立
桐
生
女
子

高
校

(
6
0
2
7
7図
2
1
8
2
)

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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＊
日
時
1
1
3

月
2
1
日
午
前
9

時

合
会
場
1
1

社
会
体
育
館

玄
試
合
1
1

小
・
中
学
生
の
二
部
門

含
申
込
み
1
1
3

月

1
0日
ま
で
に
社

会
体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
費
1
1

無
料

※
詳
細
は
、
社
会
体
育
館
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

矢
島
遺
跡
発
掘
者

\
\
\
_
ー
/

大

麻
生
優
氏
贔
を
招
い
て
講
演
会

千
( 

矢
島
地
内
で
遺
跡
が
発
見
I
.

昨
年
の
暮
れ
、
千
葉
大
学
教
授

の
麻
生
優
氏
ら
同
大
学
考
古
学
研

究
室
発
掘
者
談
話
会
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
、
土
製
の
耳
飾
り
（
纏
文

挽
期
）
な
ど
百
点
以
上
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
発
掘
体
験
を
交
え
て
、
報

告
を
兼
ね
た
講
演
会
が
次
の
と
お

り
開
か
れ
ま
す
。

本
村
の
ル
ー
ツ
と
も
い
う
べ
き
、

歴
史
を
知
る
唯
一
の
機
会
で
す
。

こ
の
機
会
を
の
が
さ
ず
に
、
ぜ
ひ
‘

剣
道
大
会

参
加
者
募
集

®
含
困
言
誼
）

＠
翁
◎
国
鑓
）

か
ら
伝
言

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

玄
日
時
1
1
3

月
9
日

か
ら

玄
会
場
1
1

中
央
公
民
館

玄
講
師
1
1

麻
生
優
氏
（
千
葉
大
学

教
授
）

玄
演
題
1
1

明
和
村
歴
史
の
始
ま
り

（
矢
島
遺
跡
発
掘
調
査
か
ら
）

玄
受
講
料
1
1

無
料

※
そ
の
他
、
詳
細
は
中
央
公
民
館

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

“子供だちがロマンを求めて

サケの稚魚2万匹が放流されます，

＊日時…• 2 月 24 日（日）
午
後
2

時

10 時

＊場所…•利根川梅原地先（東武線鉄橋付近）
（稚魚のない方も、当日若干用意され
ますのてぜひ、ご参加、ご見学下さい。）

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
本
年
も
次

の
と
お
り
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

＊
対
象
者
1
1

高
校
‘
大
学
等
に
進
学

さ
れ
る
子
弟
を
お
持
ち
の
父
母
又

は
勤
労
学
生

＊
融
資
額
1
1
5
0
万
円
以
内

＊
利
率

1
1
7
.
6
%

＊
融
資
期
間
1
1

修
業
年
限
以
内

＊
保
証
1
1
保
証
基
金
又
は
保
証
人

他
人
の
子
を
育
て
し
母
も
七
旦
寿
迎
ふ

冬
陽
背
に
キ
ャ
ベ
ツ
苗
植
ゆ

石
村
艶
子

虫
つ
か
ぬ
や
う
に
と
小
豆
つ
め
て
を

り
幾
世
経
に
け
む
亡
母
せ
し
ご
と
く

始
沢
良
子

秋
雨
に
籾
殻
焼
き
の
く
す
ぶ
り
て
家

を
も
つ
つ
み
て
黄
昏
に
け
り

篠
木
よ
し

凝
る
肩
を
自
づ
お
さ
へ
て
歩
く
く
せ

し
き
、
~

哀
憐
の
つ
ぶ
ら
紫
式
部
こ
ぼ
る
る

砂
賀
久
美
子

露
光
る
稔
り
田
の
畔
親
子
連
れ
蜻
と

る
ら
し
日
曜
の
朝
を

立
川
ツ
ヤ
子

娘
を
持
た
ぬ
寂
し
さ
言
わ
ず
亦
来
よ

と
姪
を
送
れ
り
夕
の
庭
に立

川
ふ
さ

み
と看
護
る
人
の
替
れ
ば
手
当
す
る
こ
と

国
の
進
学
ロ
ー
ン

.. 
相
談
は
お
早
め
に

村 の う ご き

2 月・・・・・・

16 日

18 日

19 日

20 日

21 日

22 日

23 日

24 日

農業共済事業運営協議会

所得税確定申告相談(19 日まで）

国民年金委員研修会

体育施設利用団体協議会

議会全員協議会（予算内示）

献血（中央公民館）

農業委員会

サケの稚魚放流（利根川）

3 月・・・・・・

190: }公民館まつり

＊
日
時

1
1
2

月

2
7日

1
時
1
1
時
3
0分

＊
場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

＊
対
象
者
1
1

昭
和
5
8年
6

月
1

日

1

も
変
る
詫
び
つ
つ
尿
捨
て
に
ゆ
く

立
川
文
子

交
替
し
帰
れ
ば
夫
の
手
料
理
も
甘
い

も
辛
い
も
心
し
て
食
む

野
村
初
枝

叱
り
付
け
躾
る
こ
と
も
と
う
の
き
て

朝
あ
け
の
庭
試
合
の
息
送
る

橋
本
悦
子

紅
葉
の
旅
に
出
む
と
留
守
居
す
る
子

蟻
川
千
秋

受
付
午
後

一
歳
六
ヵ
月
児

.. 
健
康
診
査
実
施

＊
返
済

1
1

毎
月
元
利
均
等
返
済

＊
受
付
期
間
1
1
6
0
年
4
月
末
日
ま
で

＊
申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ1
1

前
橋

市
本
町
1

の
6
の

1
9「
国
民
金
融

公
庸
前
檎
支
店

(
6
0
2
7
2関

7
3
1
1
)
へ
。

同
年
8

月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
（
該
当
者
に
は
通
知
予
定
）

＊
内
容

1
1

身
体
計
測
、
診
察
な
ど

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
2

月
2
0
.
2
1
.
2
2
日

午
前
9

時
1

午
後
4
時
ま
で

＊
場
所
1
1

館
林
市
民
文
化
会
館

玄
対
象

1
1

明
和
村
、
板
倉
町
な
ど

※
詳
細
は
館
林
税
務
署
⑰
4
3
7
3

ヘ

に
ケ
ン
チ
ン
汁
を
多
め
に
作
る

連
見
タ
カ

声
出
せ
ば
愚
痴
に
な
る
や
も
ミ
シ
ン

場
の
灯
に
対
き
て
夜
を
縫
ひ
ゆ
く

野
ロ
タ
カ

嫁
に
ゆ
き
し
娘
を
想
ひ
を
れ
ば
今
に

し
て
わ
れ
を
待
ち
給
ひ
し
お
ん
亡
母

の
顕
つ

白
色
営
庶
業
者

.. 
無
料
税
務
相
談

ぁ
予
ょ
｀

... ,.,' 

（
｀
太
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

大
津
裕
美
雅
義
長
女
矢
島

1
2月
2
2日

大
田
原
明
宏
五
男
長
男
中
谷

1
2
月2
5日

鑓
田
規
人
範
雄
二
男
川
俣

1
2
月2
5日

中
島
千
晴
勝
二
女
千
津
井

1
2
月2
6日

富
塚
裕
加
基
輔
長
女
中
谷

1
2
月2
8日

柿
沼
裕
之
徳
男
長
男
江
口
1

月
4

日

堀
口
奈
央
実
疫
二
女
新
里

1

月
5

日

田
口
浩
子
雄
一
三
女
大
輪
1

月
8
日

奈
良
啓
佑
政
宏
長
男
田
島
1

月

1
1
日

石
倉
宏
樹
利
昭
長
男
川
俣
1

月
1
2日

立
沢
美
紗
子
政
雄
長
女
大
佐
閲
1

月
1
2日

駒
宮
園
子
完
生
二
女
大
輪

1

月

2
0日

奈
良
麻
里
子
康
正
長
女
田
島

1
月
2
2
日

永
野
祐
介
晃
好
二
男
梅
原
1

月

2
3日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
喜
げ
戸
地
区
死
亡
月
日

野
本
う
ら

8
3
孝
蔵
千
津
井
1
月
3

日

田
口
太
郎
吉

7
7
（
博
重
）
矢
烏
1

月
7

日

岡
安
明

8
1

（
宏
）
南
大
島
1
月

1
1日

岡
安
ク
―
-
8
0

貞

l
南
大
島
1
月

1
3日

栗
原
た
け

8
3
賢
吉
大
佐
員
1

月
1
6日

吉
永
た
ま

7
5
喜
代
次
梅
原
1

月
1
8日

石
崎
チ
ョ

7
8
栄
一
矢
島
1

月
1
8日

泉
田
作
市

6
8
（
光
男
）
矢
烏
1

月
1
9日

日
比
野
な
か

8
8

泊
田
島
1

月

2
4
日

新
橋
竹
一

6
0
（
政
行
）
下
江
黒
1
月

2
6日

あ
わ
び

先
月
号
九
頁
「
お
め
で
た
」
の
欄

の
吉
田
枝
理
子
ち
ゃ
ん
は
、
枝
里
子

ち
ゃ
ん
の
間
違
い
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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1 月の

... 
9元三如g

救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 7 件
●その他 4 件
●計 13件

：悶
館林邑楽地区 館林地区 明邑千和楽代板地田倉区

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科

2 月 17 日
佐々木医院小 胃 医院 増田医院ff(72) 1387 館 り 医院 石山医院

てなff(62) 2 6 2 3 匹 (7 0 6 0 6 阿久津医院合(72)3315 ff(7 2 I I 2 fl(82)0 IO 3 
曜

田内医院合(72) 3855 寺 喜 医院 竹越医院

:: 
2 月 24 日 真 喜 医院大 り 医院

fi(7 I 6 3 0 ff(6 2 2 0 0 須田医院匹（72)0862 ff(7 3 0 3 I 合(84) 3 I 3 7 
当

多々良診療所む（72)3060 永寿堂医院
3 月 3 日 横田医院川悶鼻科医院 館林地区が

ff(72)0 2 5 5 合 3 3 I 4 大塚医院合(72)0176 ft(72) 4 4 6 9 担当します
番

後藤（愛）医院ff(72)0 I 34 礫川堂医院 井上医院
3 月 10 日

浜野医院原医院 いの
合(88) 5 6 7 8 合 (72) I 9 3 6 ゆたか医院合(73)7308 ff(74) 0 I 8 4 ff(82) I I 3 I ゜で

医
上野医院云{ 72 } 3330 海宝医院 喜3 月 17 日 白沢医院川田医院 小西医院

ff(72) I 6 0 0 ff(72) 3 7 2 4 森下医院ff 73 7776 ff(72) 3 I 5 5 合(86) 2 2 6 I でで

圏
竹
越
千
代
子
さ
ん
（
川
俣
）
は
、

歳
末
慰
門
の
謝
礼
と
し
て
、
五
千

円
を

〇
照
内
一
弘
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
、

成
人
（
商
店
後
継
者
）
に
な
ら
れ

た
祝
い
と
し
て
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
に
使
っ
て

下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏
塩
野
樹
脂
工
業
聞
（
代
表1
1

塩
野

完
治
さ
ん
1
1

大
佐
貰
）
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
制
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
ん
具
（

四
万
円
相
当
）
を
西
保
育
園
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
家
で
は
、
父
母
と
私
の
三
人

で
施
設
き
ゅ
う
り
を
中
心
と
し
た
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
農

業
高
校
を
卒
業
後
、
5
7年
4

月
に
農

業
経
営
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
農
業
の
基
本
理
論
と
技
術

◄

き
ゅ
う
り
作
り
に
熱
中
す
る

須
藤
征
幸
さ
ん
（
江
口
）

.
,
J
i
｀
｀
へ
，

1

＇

，
ヽ
―

祠
が
と
うi置量璽璽璽眉

吃ウ””V”””””””聾吃？吃墾"”””””呪
きゅうリ（ハウス）作’J庄

語る 30 行
（文・題字とも須藤さんです）

春
の
「
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が

二
月
二
十
八
日
か

ら
三
月
十
三
日
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
予
防
意
識
の

高
揚
を
目
的
に
毎

年
こ
の
季
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
貴
重

な
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

館
林
地
区
消
防

組
合
管
内
の
昭
和

5
9年
中
の
火
災
件

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り

も
増
し
て
、
そ
こ
に
は
農
業
を
や
ろ

う
と
す
る
若
い
多
く
の
仲
間
が
い
た

こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
変
勇
気
づ
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
の
若
者
は
農

業
を
や
ら
な
い
。
年
々
滅
少
す
る
農

業
後
継
者
。
そ
ん
な
中
で
、

農
業
へ
の
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
学
で
は
皆
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
抱
き
か
ん
ば
っ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
私
の

農
業
に
対
す
る
消
極
的
な
考
え
は

一
転
し
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に

夢
を
語
り
‘
励
ま
し
合
っ
た
大
学

生
活
の
二
年
は
、
私
に
と
っ
て
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

こ
れ
等
を
糧
と
し
て
、
未
熟
な

私
で
す
が
父
母
と
協
力
し
合
い
、

ま
た
、
緑
親
会
、
4
H

ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
た
ち
と
励
ま
し
合
っ
て
、

き
ゅ
う
り
づ
く
り
に
、
か
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

食
発
生
件
数

0
9
6件
（
う
ち
明
和
村
1
3件

＊
損
害
額

1
1

出
火
原
因
第
1

位

.. 
た
き
欠
I
I

圏
5
9年
の
館
林
地
区
消
防
組
合

管
内
火
災
発
生
状
況

数
は
、
9
1件
で
前
年
よ
り
1
7件
滅
少
。

損
害
額
も
一
億
三
千
万
円
と
前
年
よ

り
三
億
六
千
万
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
等
は
各
市
町
村
を
は

じ
め
‘
婦
人
消
防
隊
な
ど
、
各
種
関

係
団
体
の
防
火
活
動
の
成
果
が
除
々

に
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
究

次
回
か
ら

(
3月
予
定
）
次
の
よ

う
に
か
わ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ

、
。

し＊
ガ
ラ
ス
を
無
色
と
無
色
以
外
に
色

分
け
し
て
、
別
々
の
袋
に
入
れ
て

出
し
て
下
さ
い
。

食
袋
に
は
‘
氏
名
と
ガ
ラ
ス
の
色
を

無
色
1
1

無
無
色
以
外

1
1

込
と

書
い
て
下
さ
い
。

＊
中
味
の
入
っ
た
ビ
ン
は
出
し
て
か

ら
、
キ
ャ
ッ
プ
等
か
あ
る
物
は
必

ず
取
っ
て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

＊
ガ
ラ
ス
、
ビ
ン
等
は
細
か
く
し
な

い
で
そ
の
ま
ま
出
し
て
下
さ
い
。

＊
農
薬
ビ
ン
は
、
洗
浄
し
て
か
ら
出

し
て
下
さ
い
。

食
小
砂
利
等
の
異
物
を
混
入
し
な
い

で
下
さ
い
。

＊
指
定
日
、
指
定
時
間
内
に
き
ち
ん

と
出
し
て
下
さ
い
。

危
険
物
収
集

ガ
ラ
ス
持
出
方
法lが改
正

0

一
億
三
0
四
九
万
一
千
円
（
う
ち

明
和
村
二
五
二
五
万
六
千
円
）

玄
出
火
原
因
ベ
ス
ト
テ
ン

一
位
…
•
た
き
火(
2
4件）

二
位
…
•
た
ば
こ
(
1
6
件
）

三
位
…
•
火
あ
そ
び
(
1
1
件
）

四
位
・
：
風
呂
か
ま
ど(
1
0件）

五
位
…
•
こ
ん
ろ
(
7
件
）

六
位
…
電
燈
等
の
配
線
(
4
件
）

七
位
…
放
火
(
3
件
）

八
位
…
ス
ト
ー
ブ
(
1
件
）

九
位
…
•
そ
の
他
(
2
0
件
）

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

食
人
権
、
行
政
、
心
配
ご
と
相
談

0

日
時

2

月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
役
場
第
3

会
議
室

玄
交
通
事
故
相
談

0

日
時

2

月

1
4日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

玄
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

3

月
7

日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

合
健
康
相
談

0

日
時

2

月

1
9日・

3

月
5

日
受
付
は
‘
い
ず
れ
も
午

前
9

時
3
0分
ー
1
0時
3
0分

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

玄
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

玄
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
i
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、

国
民
年
金
六
期
で
す
。

2
5日
東
部
児
童
館

2
6日
役
場
（
税
務
課
）

2
7日
明
和
農
協
（
第
一
）

今
月
の
納
め
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合
併
3
0問
年
（
村
の
足
跡
）

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
・
ぼ
く
の
夢

わ
た
し
の
夢
…
…

•
•
6

ー

7

p

お
知
ら
せ
•
寄
付
あ
り
が
と
う

村
の
う
ご
き
…
…
•
8

ー

1
0p

み
ど

こ

地
域
の
環
撓
浄
化
と
自
然
を
愛
す
る

心
を
高
め
よ
う
と
|
_
、
カ
ム
バ
ッ
ワ

サ
ー
モ
ン
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子

供
会
育
成
連
絡
協
議
会
は
、
二
月
二
十

四
巳
、
梱
原
地
先
の
利
根
川
で
稚
魚
約

二
万
匹
を
放
流
し
ま
し
だ
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
風
が
強
く
、
か

な
り
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
す
子
供
、

父
兄
ら
約
四
0
0
人
が
参
加
。
ま
す
、

集
合
場
所
で
稚
魚
の
壮
行
会
を
開
き
、

関
口
会
長
が
「
皆
さ
ん
が
愛
情
こ
め
て

育
て
だ
稚
魚
は
、
大
洒
原
を
泳
ぎ
、
大

き
く
成
長
し
て
、
か
な
ら
す
故
郷
で
あ

る
明
和
村
に
戻
つ
て
く
る
事
を
侶
じ
、

そ
の
時
（
三
年
後
）
を
楽
し
み
に
待
ち

ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
全
員
で
浅
瀬
ま
で
歩
い
て

行
き
、
十
時
四
十
五
分
、
笛
を
合
い
図

に
一
斉
に
放
流
。
稚
魚
は
、
銀
リ
ン
を

躍
ら
せ
、
大
洒
原
め
ざ
し
て
ア
ッ
と
い

う
間
に
水
中
に
姿
を
消
し
ま
し
だ
。

稚魚 2万匹を放

子供、父兄ら 400

.
2

ー

5

、
P

ろ



昭和60年 3 月 10 日 広報めいわ 第282号 (2)

明和村は、昭和30年 3 月 1 日、千

江田村・梅島村・佐貫村の三ヵ村が

合併して誕生。今年がちょうど30周

年に当たります。

以来、村民の皆様と共に着々と豊

かな村づくりが進められてまいりま

した。その主な足跡（歩み）を写真
と数字でつづってみました。 (PSまで）

明和村の足跡・・・・・・・・・

58年
社会体育館完成

あかぎ国体矩火

リレー行われる

関口助役、宮沢

収入役、三田教

育長三選

保健センター完
成

東小学校校舎
（改築）完成
県立新設高校造
成工事スタート

57年
利根川河川敷に

野球場、ソフト

ボール場完成

明中北校舎完成

明和診療所新装
゜オーフン

56年
西小学校校舎増

築完成

中央幼稚園移転

新築完成

利根川河川敷運

動場建設着手

第 1 回新春マラ

ソン大会実施
合併25周年記念
式典行われる

村営住宅完成
（上江黒地内）

健康づ〈りの拠点
▼保健センター完成

廃止
屋外放送を

中

結婚相談員制

スタート

完成

「明和村の歌」制

定される

東・西小学校の
プール完成

48年
武道館完成

初の保育園開園

（中央）
明和村土地開発

公社発足

10月 東幼稚園完成
12月第 3 水源起工式

53年
中央公民館の起

工式行われる

土地改良記念碑

を建立
村民憲章、村の

花（菊）、村の木

（ツゲ）を制定

46年
広域消防による

明和分署開署

収集車によるゴ

ミ収集開始

第 1 回納涼大会

行われる

村
民
ふ
れ
合
い
の
場
所

◄

中
央
公
民
館
完
成

47年
役場第 2 庁舎完

成

第 1 回村政功労

者表彰式実施
東北自動車道開

通（岩槻～宇都

宮間）

村営住宅完成

（須賀地内）
長谷川建設大臣

来庁する

初の村営住宅完
成(16戸）
第 3 水源完成

奈良丑松氏村長
に就任

50年
西保育園完成

関口浅次氏助役

に、宮沢恒雄氏

収入役に、三田

惣三郎氏教育長

に就任

5 1 年
生活改善運動開

始される

東保育園完成

東小学校校歌制

定

西小学校校旗制

定



(3) 第 282号 広報めいわ 昭和60年 3 月 10 日

佐貫中学校図書

室完成

初の小型トラッ

ク購入、砂利敷

などに利用

初の成人

れる

役場庁
起工式

役場庁舎完成、
三日間にわ

30年

斉藤光太郎氏初

代村長に就任

関口正二郎氏初

代収入役に就任

奈良庄次郎氏初

代助役に就任

◄

初
の
成
人
式
行
わ
れ
る

r,`’ 

35年
合併 5 周年大事
業として広域簡
易水道計画まと

まる

上水道起工式
明和村商工会設

立

ダンプカー購入
道路補修などに

利用

上水道が完成し

給水開始

新
村
誕
生
祝
っ
て

万
歳
す
る
村
民

44年
東北自動車道江

黒地内で初のク

イ打ち始まる

初の横断歩道完

成（川俣地内）
交通指導員制度
が発足

43年
第 2 水源完成

中央幼稚園開設

奈良丑松氏助役

に就任

中学校鉄筋コン
クリート校舎完

成

明

発足

蘭素化をめざ

第 1 回成人

われる

新昭和橋の

有線放送業務開

始する

坂上義兵氏村長

に就任

落合栄蔵氏収入

役に就任

小・中学校が統
合し、初の入学

式行われる

新昭和橋完成

西小学校建設起
工式行われる

河野建設大
根川の治ーい

を視察
明中

式行われる
＇上｀
I 

東小学校校舎、

体育館完成
水道粍金メータ

ー制導入

奈良種介氏教育
長に就任

4 1 年
梅島、佐貫の二

農協合併し明和

農協誕生

東小学校起工式
小松原誠司氏村

長に就任

12月東部児童館完成

40年
中学校プール完｀
成

有線放送から公

社電話接続開始

村道初の舗装工

事始まる

12月村の紋章制定

明中

明和村商工会

完成
野本竹蔵氏助4

に就任

邑楽館林＇＝、



昭和60年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第282号 (4) 

第
1
4回
国
体
旗
（
東
京
開
催
）
が
本

村
を
通
過
。
先
頭
右
が
福
島
＿
雄
さ

◄

ん
‘
左
が
松
本
功
さ
ん
て
す
。
(
s
3
4
)

て本

雷り百四匹 ＇響→J'戻 It i大会
さ通
れ過
千゜
代中
田学
町生
ヘ 98
リ人
レに

lo ; 

▲当時の船頭さん

当時 と

(S 30年頃）

今
：



(5) 第 282号 広報めいわ 昭和60年 3 月 10 日

(S 30年） （近年）

大 斗合田 下江黒 上江黒 千津井 江 ロ 田 島 南大島 新 里
字

人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世

帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯
ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数

当時 弦 奇 444 78 667 116 699 106 772 124 573 99 1,225 205 472 92 
(S 30 4 I) 

今 396 83 336 82 546 133 636 142 640 140 583 138 1,236 301 998 276 
(S 60. 3. I) 

中 ベ口 梅 原 J 11 俣 須 賀 大 輪 入ヶ谷 矢 島 大佐貫 全 体

人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世 人 世

帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯 帯
ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数 ロ 数

339 62 818 141 407 69 407 78 1,079 175 156 27 737 118 542 95 9,889 1,675 

707 203 865 216 400 108 506 130 906 205 124 31 698 163 595 158 10,172 2,509 

万円 万円 人

当時 3,122 、- 当時 1,823 

: 
当時 57 

猛7ら 2 4 ニク． X '1l!I

ふ 19億6,700 泊豪 ふ 如5,538 今 114 I 

(S 60) 

村 予 算（謬） 村 税（謬） 職 員 数

店 戸. 

悶 96 

ら
悶 235 

り
当時 696 

[函if『＇
今 125 今 431 今 107 
(S 59) (S 59) (S 58) 

商 店 数 事 業 所 数 専業農家数

人

当時 I 1,399 

今
(S 60) 
1,055 

当時

人

694 

今
(S 60) 
475 

km2 

当時 I 19. 27 

今 19.14 一部館林市に編入等
で減少

小学校生徒数 中学校生徒数 村の面積



昭和60年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第282号

お年寄り芸能大会

舞台狭しと歌・踊りを披露

ボランティアの皆さん

独居老人宅なと慰問

中
央
保
育
園
は
、
二
月
八
日
、
中

央
公
民
館
で
園
児
全
員
に
よ
る
「
お

ゅ
う
ぎ
発
表
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

園
児
の
一
年
間
の
成
長
ぶ
り
を
父

兄
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
行
わ

(6) 

9
4

、ー
／
＂

ヽ

'
 

れ
て
い
る
も
の
で
、
園
の
年
間

行
事
で
は
最
大
の
も
の
。

園
児
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
し
好

を
こ
ら
し
た
衣
装
や
面
を
身
に
つ
け

か
わ
い
い
し
ぐ
さ
の
名
演
技
に
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
二
月
十
三
日
、
東
保
育
園
、

二
月
二
十
日
、
西
保
育
園
で
も
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
第
四

回
芸
能
大
会
」
が
、
二
月
五
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
歌
や
踊
り
を
習
っ
て
い
る
人
が
多

い
の
で
「
ぜ
ひ
、
私
た
ち
に
も
発
表
の
機
会
を

」
と
始
め
ら
れ
た
こ
の
芸
能
大
会
。
す
っ

か
り
老
人
た
ち
の
間
に
定
着
し
、
年
一
回
の
こ

の
日
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
と
の
声
を
良
く
耳

に
し
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
年
々
催
し
物
は

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
詩
吟
あ
り
で
多
種
に
わ
た

り
ま
す
。
こ
の
日
も
八
十
九
人
の
お
年
寄
り
が

舞
台
せ
ま
し
と
披
露
し
、
約
二
百
三
十
人
の
観

客
と
一
緒
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
舞
台
裏
や
進
行
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
月
五
日
、
藪
塚
本
町
の
町
会
議

員
さ
ん
方
が
本
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー

を
視
察
に
訪
ず
れ
ま
し
た
。
保
健
セ

ン
タ
ー
は
、
昨
年
二
月
に
完
成
。
東

毛
地
域
で
は
比
較
的
早
く
建
設
さ
れ
、

ー

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

こ
の
ほ
ど
七
十
九
戸
の
村
内
の
ひ
と

り
暮
ら
し
や
、
ね
た
き
り
老
人
宅
を

訪
ね
、
果
物
一
包
と
自
分
た
ち
で
作

っ
た
飾
り
物
や
弁
当
を
贈
り
ま
し
た
。

= 

ぼくらの演技

よかった！！

し
か
も
、
近
代
的
だ
と
い
う
こ
と
で

時
々
視
察
団
が
訪
ず
れ
ま
す
。

「
村
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
…
•

…
.
」
と
助
役
か
説
明
に
入
る
と
一
行

は
、
さ
っ
そ
く
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

i
 

一
ん
か
、
福
祉
バ
ザ
ー
の
資
金
を
基
に

昨
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
今
で
は

ー
活
動
の
メ
ー
ン
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一

慰
問
を
受
け
た
あ
る
宅
で
は
「
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
が
来

て
く
れ
る
の
か
唯
一
の
楽
し
み
な
ん

で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

「
一
人
で
も
私
た
ち
の
活
動
を
喜
ん

で
く
れ
る
人
が
あ
れ
ば
本
懐
で
す
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
い
い

ま
す
。
黄
色
い
ス
カ
ー
フ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
…
…
。

r
 

薮
塚
本
町
の
議
員
ら
本
村
の

保
健
セ
ン
タ
ー
を
視
察

もりじりきぬえ
（南大島）

スチュワーデ

スになりたい。

かっこいいか

ら。

せきねおりもと
（南大島）

だいくさんにな

りたい。おかあさ

んにいえをつく

ってあげたい。

だかねざわゆみ

（御原）
バレーホールの

せ刈心になりたい。

おかあさんといっしょ
にやれるから。

< 
ほんざわひろみ
ち （南大島）
サッカーのせ

んしゅになりた
い。あしかつよ

くなるから。

ほくの夢

わたしの夢

（敬称略）
'-a ,— 

すながあけみ
（新里）

おはなやさん

になりたい。き

れいだから。
會奇
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/ 

派
な
も
の
を
完
成
。

さ
っ
そ
く
身
に
つ
け
て
「
私
に
似

合
う
か
し
ら
」
「
つ
け
る
人
か
若
け

れ
ば
も
っ
と
似
合
い
ま
す
よ
ー
」
な

ど
と
冗
談
を
と
ば
し
、
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
は
、
自
作
の
も
の

を
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
て
男
女
ペ
ア

ー
の
社
交
ダ
ン
ス
で
し
め
く
く
り
ま

し
た
。

明
和
和
村
農
業
協
同
組
合
で
、
昨
年

末
に
「
年
末
特
別
貯
蓄
普
及
運
動
」

の
一
環
と
し
て
「
農
協
貯
金
残
高
予

想
ク
イ
ズ
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
四

八
九
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
佐
貫
の
薗
田
順
一

明
和
農
協
貯
金
残
高
予
想
ク
イ
ズ
で
、

薗
田
さ
ん
が
ズ
バ
リ
賞

お
年
寄
り
た
ち
の
生
か
い
対
策
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
‘
寿
学
級
で

二
月
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で
棒
夕

イ
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
の
実
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
五
十
人
は
、
細
か
い
手

作
業
に
熱
心
に
打
ち
込
み
、
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
出
張
講
師
に
積
極
的
に
指

導
を
受
け
、
二
時
間
ほ
ど
で
店
に
出

し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
立

ア
イ
デ
ィ
ア
農
業
マ
ン
で
知
ら
れ

る
大
輪
の
村
田
謙
一
さ
ん
は
、
昨
年

行
わ
れ
た
「
第
1
3回
つ
ま
い
米
づ
く

り
競
作
会
」
で
、
十
ア
ー
ル
六
七
二

群
フ
g
を
収
穫
し
て
見
事
最
優
秀
賞
と
な

り
こ
の
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
米

の
本
当
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
に

は
う
ま
い
米
が
一
番
と
館
林
邑

楽
米
の
会
（
会
員
7
4
人
）
の
主
催
で

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

出
品
さ
れ
た
四
二
点
は
、
の
き
な

み
六
0
0
西Z
O以
上
。
例
年
で
あ
れ
ば

ま
ち
が
い
な
く
最
優
秀
だ
っ
た
と
か

゜
と
こ
ろ
が
昨
年
は
全
国
的
に
大
豊

作
。
そ
れ
以
上
で
な
い
と
入
賞
は
無

理
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

受
賞
し
た
村
田
さ
ん
は
「
い
つ
も

他
地
区
の
人
に
優
勝
を
も
っ
て
行
か

れ
は
が
ゆ
い
思
い
で
し
た
が
、
今
回

優
勝
で
き
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
実
感
を

こ
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
第
二0
回
明
和
村
少
年
立
春
式
」

が
、
二
月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
対
象
と
な
っ
た
中
学

二
年
生
百
五
十
六
人
と
先
生
方
な
ど

関
係
者
が
出
席
。

さ
ん
が
、
六
0
億
八
五
七
0
万
円
と

的
中
さ
せ
、
ズ
バ
リ
賞
を
獲
得
。
農

協
か
ら
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
薗
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
貯
金
を
す
る
と
す
れ
ば
農
協
し

か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か

感
謝
の
心
を
も
っ
て
と

中
2

を
対
象
に
立
春
式

ら
も
っ
と
も
っ
と
農
協
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。
」
と
農
協
び
い
き
を

深
め
た
よ
う
で
す
。

以
下
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
すc

一
位
(
1
0
ー

2
0
万
円
ち
が
い
）11
篠

原
代
吉
尾
花
満
雄
石
崎
栄
一

二
位
(
7
0万円
ち
か
い
）
1
1

星
野
林

三
関
根
保
平
福
地
正
章
三
位

(
9
0
i

l
O
O
万
円
ち
か
い
）
1
1

中
島
清

石
崎
秀
文
植
竹
平
作
佐
藤
光
晴

立
川
八
五
郎
（
敬
称
略
）

し＼ わ 昭和60年 3 月 10 日

米づくり 672キロで優勝

村田謙ーさん（大輔）

ま
た
、
村
長
、
村
議
会
議

長
、
館
林
警
察
署
長
、
教
育

関
係
者
な
ど
約
三
十
人
が
来

賓
と
し
て
参
列
し
、
立
志
を

祝
い
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
「
君
が
代
斉

唱
」
の
後
、
三
田
教
育
長
が

式
辞
を
述
べ
、
対
象
者
代
表

の
金
子
真
由
美
さ
ん
に
記
念

品
を
贈
呈
。

そ
し
て
、
主
な
来
賓
の
方

方
の
「
も
う
少
し
で
ニ
―
世

紀
に
な
り
ま
す
。
ニ
―
世
紀

の
主
役
は
こ
こ
に
い
る
皆
さ

ん
で
す
。

日
本
国
の
担
い
手
は
皆
さ
ん
な
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
の
誇
り
と
責
任
を

自
覚
し
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
下
さ
っ

た
両
親
、
先
生
へ
の
感
謝
の
心
を
忘

れ
ず
に
頼
も
し
く
大
き
く
育
っ
て
下

さ
い
」
と
の
祝
辞
に
時
お
り
う
な
ず

き
な
が
ら
真
剣
な
目
指
し
で
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

a
 

いしまるだかひ
と （梱原）
じどうしゃや

さんになりたい。

かっこよくの

れるから。

せきくちひろと

（、新里）
バスのっんて

んしゅになりた

い。バスかすき

だから。

あんだゆきこ
（中谷）

ピアノのせんせ

いになりたい。な

らっているから。 ` 
せきもとなおき

（南大島）
ゅうびんやさ

んになりたい。

おてかみをと

どけられるから。

だかざわめ＜み
（梱原）

おはなやさん

になりたい。

おはなかすき

だから。

こばやしひろひ
と （南大島）
パイロットに

なりたい。かっ

こしヽいから 5· • 
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' 
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
‘
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
り
飼
い
主
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
十
年
度
か
ら

一
年
間
有
効
な
新
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

す
る
た
め
年
一
回

の
接
種
で
済
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は

登
録
も
で
き
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
…

次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
お

近
く
の
場
所
で
必

ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
程

含
対
象
1
1生
後
三
日射注

ヵ
月
以
上

玄
料
金
1
1
四
八
0

防

0
円
予

※
詳
細
は
役
場
保
・実施月日 曜日 時 間 場 所

午前 9:00~10:00 斗合田集落センター

（月）
II IO: 30~11 :30 東部児童館

4月 8 日
午後 I :oo~2: 00 江口集会所

II 2: 30~3: 30 田島出荷所

午前 9:00~10:00 明和農協第一支所

4 月 9 日 （火） II IO: 30~11 :30 大輪転作促進研修施設

午後 I :oo~3: 00 矢島転作促進研修施設

4 月 10 日 （水）
午前 9:00~|1 :30 中谷教学院

午後 I:00~3:00 南大島集会所

4 月 11 日 （木）
午前 9:00~|1 :30 梅原三島神社

午後 I:00~3:00 役 場

固
定
資
産
課
税
台
帳

.. 
を
ご
覧
く
だ
さ
い

. 
住
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
融
資. 

利 率 融資限度額
住宅の床面積

当初10年間 11年目以降 乙地域 丙地域

50m'~110m' 5,5% 7.2% 500胴 480胴
(135而以下）

110面超～ 135面以下 6,5% 7,2% 560胴 530Jil'l 
(135面超～ 165而以下）

135m'超～ 165而以下
7,2% 7,2% 620Til'l 580万円

健
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

.. 
該
当
児
は
受
診
を

※
詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支

所

(
6
0
2
7
2聞
6
6
5
5
)
へ

あ
な
た
の
愛
犬
に

.. 
予
防
注
射
を
｀因……
¥ 

/ 口
）国民年金（

付 ドり 十二り
財受制目国円十現国
源給か減民に円行民
は者導り年なア六年
‘に入し金りツ千金
加支さなでまプニの
入払れいはすし百保
者わてよ ‘゜て二険

腐：〕、、冒 六、責 9．保険料引上げ4 月・
険年す価上 千か‘から月額6,740円に
料金゜ス昇 七ら四
との ラに 百五月
運給 イょ 四百よ

用
収
入
及
び
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
ま
す
か
給
付
費
だ
け
を
引

上
げ
て
い
き
ま
す
と
年
金
財
政
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
を
さ
ら
に
発

展
、
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

国
の
負
担
額
及
び
保
険
料
の
引
上
げ

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の

保
険
料
の
引
上
げ
も
、
年
金
を
長
期

に
わ
た
っ
て
健
全
に
維
持
し
、
将
来

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
で
き
る
年

金
を
支
払
っ
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
役
場
住
民
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

結
核
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
た
め

次
の
と
お
り
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

含
該
当
児
1
1

昭
和
5
9年
1
月
1

日

1

1
2
月
3
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
者
及

び
、
未
実
施
者
の
う
ち
四
歳
に
達

し
て
い
な
い
者

＊
期
日

◎
4
月

3

日
困
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注

射
〇
持
参
す
る
も
の
1
1

母
子
手
帳
・
通

知
書

◎
4

月
5

日
⑯
判
定
・
陰
性
者
に

B
C
G

接
種

〇
持
参
す
る
も
の
1
1

母
子
手
帳
・
問

診
票

玄
場
所
1
1

い
ず
れ
の
日
も
保
健
セ

ン
タ
ー

※
そ
の
他
、
詳
細
は
役
場
保
健
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

六
十
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
準

と
な
る
価
格
な
ど
を
登
録
し
た
課
税

台
帳
を
、
四
月
一
日
か
ら
二
十
日
（
日

曜
日
、
土
曜
日
午
後
は
除
く
）
ま
で

税
務
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

六
十
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
基

準
年
度
に
あ
た
り
、
評
価
替
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
こ

の
機
会
に
課
税
台
帳
を
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
四
月
三
十
日
ま

で
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税

務
課
）
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
受
付
期
限
1
1
6
0
年
2

月

2
6日
ま
で

＊
選
定
方
法
1
1

選
考
（
無
抽
選
）

＊
資
格
条
件
1
1

①
自
家
住
宅
を
新
築

す
る
方
で
土
地
準
備
か
で
き
て
い

る
方
②
一
定
基
準
以
上
月
収
の

あ
る
方

＊
融
資
額
•
利
率1
1

別
表
の
と
お
り

＊
返
済
期
間
・
方
法
1
1
2
5
年
以
内
で

元
利
均
等
払
い
（
原
則
）

＊
申
込
み
先
1
1

「
住
宅
金
融
公
庫
業

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

国民年金保険料

一括前納で割安

「
毎
月
納
め
る
の
は
め
ん
ど
う
だ
」
「
収
入
が
一
定

し
て
い
な
い
の
で
一
度
に
納
め
た
い
」
。
こ
の
よ
う
な

人
は
、
保
険
料
を
前
納
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
防
止
、
毎

月
納
付
の
手
間
が
省
け
る
、
割
引
（
年
五
分
五
厘
）

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

前
納
し
た
人
が
、
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
、

国
民
年
金
を
や
め
た
場
合
は
、
や
め
た
月
以
降
の
期

間
に
相
当
す
る
額
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

＊
振
替
納
付
の
方
で
今
年
の
四
月
か
ら
保
険

料
の
納
付
方
法
を
変
更
し
た
い
場
合
（
各
期
納
付U

前
納
）
な
ど
は
、
三
月
二
十
六
日
ま
で
に
役
場
住
民

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
金
前
納
の
納
付
期
限
は
四
月
三
十
日
で

す
。

60年 4 月から 61 年 3 月までの保険料前納額

¥ 年険 料間 保額 割引額 前納額

定額保険料 80,880円 1,950円 78,930円

定額＋付加保険料 85,680円 2,070円 83,610円
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し
i
i
i
i
i
i
i
‘
9
•
9
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
‘

一
⑪
含
困
言
⑱
テ
ニ
ス
場
（
河
川
敷
）
を
利
用
一

一
＠
翁
＠
国
⑱
す
る
人
は
登
録
（
更
新
）
を
一

一
か
ら
伝
言
河
川
敷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
現
在
一

登
録
利
用
し
て
い
る
人
で
、
四
月
一

以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
、
i

一
塁
口
□L
[
<
[
[
]

た
い
方
一

玄
更
新
登
録
1
1
3
月
中
に
一

玄
新
規
登
録
1
1
3
月
か
ら
随
時
一

一
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
＊
利
用
会
費
1
1
2
0
0
0
円
一

合
申
込
み
先
1
1
社
会
体
育
館
ヘ
一

i
登
録
を

i
社
会
体
育
館
、
小
、
中
学
校
の

一
校
庭
、
利
根
川
河
川
敷
運
動
場
を
サ
／
ッ
カ
ゥ
ー
＇
血
叩
目
〖
一

募
集
（
体
育
協
会
）
i

i
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
‘

一
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
こ
れ
等
の
施
設
は
、
皆
さ
ん
に
明
和
サ
ッ
カ
ー
部
（
体
育
協
会
）
一

i
公
平
か
つ
円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ
で
は
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

一
く
た
め
、
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
当
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、
あ
な
た
一

i
そ
の
席
上
で
登
録
し
て
い
た
だ
く
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
我
と
思
i

i
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う
方
は
ぜ
ひ
入
部
を
…
…
。
一

一
代
表
者
会
議
は
次
の
と
お
り
行
社
会
体
育
館
事
務
局
ま
で
ご
連
一

i
わ
れ
ま
す
。
絡
く
だ
さ
い
。
i

i
＊
日
時
1
1
3
月
2
0日
困
午
後
7

時
合
練
習
日
1
1
毎
週
土
曜
日
午
後
一

i
玄
会
場
1
1
中
央
公
民
館
会
議
室

2

時
ー
5

時
ま
で

i
六
対
象
者
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
玄
練
習
場
1
1
利
根
川
河
川
敷
サ
ッ
一

一
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
カ
ー
場

一
（
成
人
の
監
督
者
が
含
ま
れ
て
立
げ
心
い
り
ゴ
一

-
※<b
L
V』
‘
社
会
体
育
館
に
鼻
裏
-
―

一
お
た
ず
ね
下
さ
い

0
9

.. 

i
 

ド
‘
_
•
9

ヽ
ー
、
9
ヽ
9
ヽ
9
、
9
ヽ
9
、
9
ヽ
9
、
9
、
9

、
9
、
9

、
9
、
9

、
9
、
9

、
9
•
9

、
9
ヽ
ー
、
9
、
9

、
9
ヽ
9
、
9
、
9
•
9

、
9

、
9
ヽ
9
•
9

、
9
ヽ
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
•
9

、
9
•
9
‘
―

野
本
み
ね
子

夫
恋
ひ
の
詠
歌
を
説
き
て
老
ひ
見
せ

ず
八
十
路
に
近
き
一
人
居
の
師
は

原
口
美
津
子

生
命
の
誕
生
告
げ
来
し
乗
り
込
み
て

駆
け
上
ぐ
階
段
初
孫
は
を
み
な

原
口
文
江

足
早
に
居
並
ら
ぶ
夜
店
を
通
り
越
し

テ
ン
ト
の
隅
の
だ
る
ま
購
ふ福

田
初
江

葬
儀
屋
が
花
環
を
積
ん
で
路
地
曲
が

る
ど
の
家
当
り
明
日
は
大
寒山

岸
澄
枝

床
に
臥
す
父
に
地
厚
の
肌
着
求
む
日

米
選
機
走
る
新
米
喰
む
癖
の
豊
作
に

満
つ
夫
の
横
顔

村 の う ご き

今
の
社
会
は
一
人
ひ
と
り
が
人

間
と
し
て
尊
ば
れ
、
だ
れ
に
も
平

等
に
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

人
間
ら
し
く
豊
か
に
‘
健
康
で

幸
せ
な
日
々
を
お
く
り
た
い
と
い

う
こ
と
は
す
べ
て
の
人
に
共
通
の

願
い
で
す
。
万
一
自
分
の
生
活
を

脅
か
す
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

抵
抗
し
、
排
除
す
る
権
利
を
あ
わ

せ
て
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
幸
福
を
求
め
る
権
利
は
人
間

同
和
問
題

…
…
…
…
私
た
ち
の
課
題

► 3月
10 日 消防団車両パレード

II 公民館まつり

11 日 第 1 回議会定例会(18 日まで）

13 日 母親学級

16 日 中学校卒業式

20 日 農用地利用増進事業協議会

II 農業委員会

21 日 第12回剣道大会

26 日 幼稚園卒園式（各園）

27 日 小学校卒業式（各校）

28 日 保育園卒園式（各園）

30 日 第 4 水源浄水場竣工式

► 4月
6 日 保育園入園式

8 日 小・中学校入学式

9 日 幼稚園入園式（各園）

が
持
つ
最
も
基
本
的
な
権

利
と
し
て
、
日
本
国
憲
法

を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
か
日
常
の
生
活

に
注
意
深
く
目
を
向
け
て
み
る
と
‘

必
ず
し
も
そ
の
権
利
は
十
分
に
守
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の

人
か
い
く
ら
努
力
し
て
も
ど
う
に
も

な
ら
な
い
こ
と
が
ら
、
例
え
ば
「
家

柄
」
や
「
出
身
地
」
更
に
は
「
学
歴
」

な
ど
に
よ
っ
て
、
人
と
し
て
の
値
う

ち
ま
で
も
決
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
こ
と
か
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
自
分
自
身
の
こ
と
と
な
る

頃
つ
く
せ
ぬ
つ
ぐ
な
い
思
ひ
て

小
平
和
子

す

肌
抱
け
ば
そ
び
ら
靡
り
付
く
双
懐
に

た
か
も
ろ

箪
の
雪
さ
へ
凍
る
夜
く
だ
ち奈

良
照
子

和
紙
細
工
幼
き
日
々
に
も
ど
さ
れ
つ

I 
ノ

｀ー·

泉
田
政
子

と
激
し
く
反
発
す
る
く
せ
に
、
他

人
ご
と
で
あ
れ
ば
＂
長
い
も
の
に

は
ま
か
れ
ろ
“
式
に
、
見
過
ご
し

て
し
ま
う
と
い
う
ず
る
さ
が
私
た

ぢ
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、

民
主
主
義
が
ま
だ
本
当
に
根
づ
い

て
い
な
い
現
れ
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
の
大
き
な
課
題
の
一
っ

に
「
同
和
問
題
の
解
決
」
が
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「
同
和
問
題
の
解
決
」

な
く
し
て
真
に
人
間
尊
重
の
豊
か

な
地
域
づ
く
り
は
考
え
ら
れ
な
い

か
ら
で
す
。

明
治
文
化
の
津
和
野
路
を
行
く

石
川
ヨ
シ
子

静
寂
打
つ
四
つ
を
も
聞
き
つ
添
ひ
寝

し
て
乳
房
ふ
く
ま
せ
し
頃
懐
か
し
み

を
り

氏
名

.o 
保
護
者
続
柄
生
年
月
日

関
根
夕
起
良
行
長
女
須
賀

1

月

2
6日

関
根
令
子
謙
吉
長
女
中
谷

1

月

2
8日

柿
沼
雅
典
長
市
三
男
大
佐
貰

1

月

3
0日

原
口
崇
大
長
男
大
輪

2

月
1

日

町
田
智
佳
子
治
―
二
女
南
大
島

2

月
5

日

今
成
祐
介
降
二
男
江
口

2

月

1
1日

田
口
健
一
誠
長
男
中
谷

2
月

1
2日

野
村
友
香
文
夫
長
女
南
大
島

2

月

1
3日

小
松
原
脩
吾
林
持
長
男
南
大
島
2

月

1
4日

原
口
健
二
弘
二
男
大
輪

2
月

1
5日

加
藤
清
降
友
司
二
男
下
江
黒

2

月
2
0日

氏
名

五
十
嵐
秀
雄

立
川
と
め

江
森
武
男

砂
賀
粂
次

運
見
ふ
み

世
帯
主

年
令
地
区（
）
は
新

4
9
（
金
韓
珠
）
梅
原

8
2
善
吉
梅
原

6
7
（
浩
）
上
江
黒

7
6

隆
斗
合
田

7
0
裕
伸
南
大
島

ー
死
亡
ー

ー
出
生
ー

地
区

死
亡
月
日

2
月
8

日

2

月

1
6日

2

月

1
7日

2

月
2
0日

2

月

2
4日

・
め
し
よ
｀

:
`
K
<f
升
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2月の

` 9元デ如g救急車出動回数
●交通事故 3件
●急病 4件
●その他 1 件
●計 8件

: 館林邑楽地区 館林地区 日邑月楽千和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

3 月 17 日
白沢医院小倉医院 上野医院合{ 72 } 3330 海宝医院 小西医院
合(72) I 6 0 0 合(72) 0 6 0 6 森下医院ff 73 7776 合(72) 3 I 5 5 合(86) 2 2 6 I 

曜
落 喜 医院後藤 { 康）医院3 月 24 日 後藤康生医院合(72)3975 岡田医院 石山医院
合(3 I 6 0 合(72 3 9 7 5 ff(72) 3 I 6 3 合(82) 0 I O 3 

当
根岸医院川田医院 安楽岡医院合(72)0572 津久井医院 橋合( 8 2本) I 医I 5 院0 3 月 31 日 云 (72) 3 2 6 2 合(72) 3 7 2 4 清河堂医院ff(72)3070 合(72) 3 3 I 6 

番
古谷（恒）医院大神医院 大島診療所合（77) 1503 宇 げ 医院

4 月 7 日
竹越医院

合(63) 6 I 6 I 合 (62) 2 2 0 0 増田医院合(72) 1387 合 (7 8 7 6 I 合(84) 3 I 3 7 
医

堀越医院合(73)41 51 最上医院 井上医院
4 月 14 日 佐々木6 医2 院 川田耳鼻科医院

合(62) 2 3 合(72) 3 3 I 4 大石医院合(74)2362 合(74) 3 7 6 3 合(82) I I 3 I でで

乾詞伽語虞
文・題字とも機村さんてす

圏
日
比
野
清
さ
ん
（
田
島
）
は
、
亡

母
の
供
養
に
と
五
万
円
を

圏
泉
田
光
男
さ
ん
（
矢
島
）
は
、
亡

父
の
供
養
に
と
一
万
五
千
円
を

圏
薗
田
順
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、

明
和
農
協
貯
金
残
高
予
想
ク
イ
ズ

ズ
バ
リ
賞
の
一
部
五
千
円
を

圏
や
ま
う
の
漬
物
工
業
闊
（
社
長1
1

梅
沢
敏
雄
さ
ん
）
は
社
員
募
金
一

万
六
千
六
百
六
十
一
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
に
使
っ
て

下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕

銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
、
観
葉
植
物
栽
培
を
始
め
て

か
ら
、
一
年
三
ヵ
月
が
た
ち
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
私
で
す

が
、
大
学
で
熱
帯
植
物
を
専
攻
し
て

い
た
こ
と
か
ら
自
ず
と
観
葉
植
物
を

寄
付あ

り
が
と
う

通 C.C 和

-------一へ経免の 60 道

l 劃iI旧卜田紅~． l 悶皇、四責畠
l 過許三年路

l 科学ガ博 l ［巴冒督冑
I ロ一つくば'85! て、合；； ；~塁

！今ま運三に
i 「人間・居住・環境と科学技術」 ！年し転ヵ よ
! をテーマに、茨城県・筑波研究学 ! のた — 
l 園都市て開かれます。開催期間は、 } > ゜： : り、
! 昭和60年 3 月 17 日から 9 月 16 日ま l 

! での半年間。
！ム＾県< l き 14i 入場村は次のとおりです。 i;~ゞ軍；詳だ限ま 日

! | 1 ！て 察しさ定すま
く 自くい普ので
だ 動は゜通では
さ (52) 車最免‘現
い 運寄 許そ在

転り 試のの
免の 験間免
許警 ヒに許

一／試察を-,で
に験署 受ミ運
問場又 け二転
いは て力で

手
が
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
栽
培
し
て
い
る
植
物
は
、
フ

ィ
カ
ス
属
を
中
心
に
二
種
類
と
、
今

年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
入
荷
し
た
、
エ

レ
ガ
ン
テ
ィ
シ
マ
を
加
え
三
種
類
で

す
が
、
時
代
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
や

◄

観
葉
植
物
栽
培
の
温
室
に
て

磯
村
高
久
さ
ん
（
斗
合
田
）

す
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
流
行
に

あ
っ
た
も
の
を
作
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
般
に
省
力
労
働
の
た
め
、

少
し
ず
つ
規
模
拡
大
を
計
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
葉
植
物
の
多
く
は
、
熱
帯
地

方
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
も
の

で
す
。
花
丼
園
芸
の
う
え
で
も
重

要
な
種
類
を
提
供
し
て
き
ま
し
た

の
も
熱
帯
地
方
で
す
。

ま
た
、
原
種
の
宝
庫
と
し
て
未

知
の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
熱
帯
植
物
に
魅
せ
ら
れ
て
栽
培

始
め
た
の
も
理
由
の
―
つ
で
す
。

近
い
将
来
、
原
生
珍
種
を
探
索

に
行
く
こ
と
を
―
つ
の
夢
と
し
て
、

励
み
と
し
て
、
観
葉
植
物
栽
培
に

打
ち
こ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

5
0
8の
ミ
ニ
カ
ー
に
も

普
通
免
許
が
必
要

振
替
納
税
制
度

は
、
昨
年
の
四
月

ス
タ
ー
ト
し
、
既

に
、
八
五
行
の
家

庭
が
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

預
金
口
座
か
ら
村

税
等
を
自
動
引
き

落
し
す
る
制
度
で

納
め
忘
れ
や
、
盗

難
防
止
と
し
て
多

く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
納
税
の
労

力
や
時
間
を
節
約

し
て
、
生
活
の
合

理
化
を
図
る
の
に
便
利
な
制
度
で
す
。

口
座
振
替
で
き
る
の
は
、
村
閲
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
•
国
民
年
金
保
険

料
・
農
業
共
済
金
・
水
道
使
用
料
・

利
根
加
用
水
賦
課
金
で
す
。

＊
手
続
き
方
法
1
1

振
替
依
頼
書
か
役

場
税
務
課
又
は
、
取
扱
い
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳
と
そ

の
印
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
取
扱
い
金
融
機
関
1
1

明
和
農
協

（
第1
•

第
2
)
千
江
田
農
協
群

馬
銀
行
（
館
林
・
南
・
板
倉
の
各
支

店
）
足
利
銀
行
（
館
林
・
南
の
各

支
店
）
第
一
勧
銀
館
林
支
店
太

陽
神
戸
銀
行
館
林
支
店
大
生
相
互

銀
行
館
林
支
店
館
林
信
用
金
唐
南

支
店

※
そ
の
他
詳
細
は
、
役
場
税
務
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村税などの納税は

便利な日座振替で

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
人
権
、
行
政
、
心
配
ご
と
相
談

0

日
時

3

月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
役
場
第
3

会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

0

日
時

3

月

1
4日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

0

日
時

4

月
4

日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

0

場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

0

内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

0

日
時

3

月

1
9日
1
1

午
前
9

時
3
0分
i
1
0時
3
0分
4
月

2

日

1
1

午
後
1

時
i
2

時
ま

で
受
付

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
3

月
2
0
日
（
第

三
木
曜
日
が
休
日
の
た
め
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
i
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、
農

業
共
済
（
園
芸
施
設
）
で
す
。

2
7
日
東
部
児
童
館

2
8日
役
場
税
務
課

2
9
日
明
和
農
協
第
一
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